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12
月
（
2
0
1
3
年
）

○
井
寺
・
下
六
嘉
、
県
の
「
く
ま

も
と
歴
町
50
選
」
に
選
定

　

井
寺
・
下
六
嘉
地
区
の
町
並
み

と
景
観
が
、「
後
世
に
残
す
べ
き

く
ま
も
と
の
歴
史
的
・
伝
統
的
町

並
み
」
と
し
て
、
熊
本
県
の
「
く

ま
も
と
歴
町
50
選
」
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
熊
本
の
歴
史
、
文
化
の
再

発
見
と
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
県
は
散
策
ル
ー
ト

の
検
討
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行

な
ど
で
広
く
県
内
外
に
情
報
を
発

信
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

○
嘉
島
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
県
１

部
リ
ー
グ
初
制
覇

　

通
算
６
勝
１
Ｐ
Ｋ
負
け
の
好
成

績
で
初
め
て
県
最
高
位
リ
ー
グ
の

頂
点
に
。
九
州
大
会
は
準
決
勝
で

惜
敗
、
あ
と
一
歩
で
九
州
リ
ー
グ

昇
格
を
逃
し
ま
し
た
。
２
０
１
４

年
の
ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
県

大
会
で
は
優
勝
、
同
九
州
大
会
を

勝
ち
抜
き
、
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

1
月
（
2
0
1
4
年
）

○
新
成
人
は
97
人
（
男
性
53
人
、

女
性
44
人
）

　

成
人
式
は
町
民
体
育
館
で
開
か

れ
、
荒
木
町
長
が
「
社
会
の
現
状

や
国
を
あ
り
方
に
対
す
る
一
人
ひ

と
り
の
考
え
や
行
動
が
ま
ち
づ
く

り
や
国
づ
く
り
に
つ
な
が
る
」
と

社
会
人
の
自
覚
を
促
し
、
新
成
人

は
、「
こ
れ
か
ら
一
人
の
大
人
と

し
て
社
会
を
知
り
、
社
会
の
一
員

と
い
う
自
覚
を
し
っ
か
り
と
持
っ

て
責
任
あ
る
行
動
を
と
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
社
会
人
と

し
て
の
意
気
込
み
を
述
べ
、
交
通

安
全
宣
言
も
行
い
ま
し
た
。

２
月

○
ハ
ッ
ピ
ー
ド
リ
ー
ム
サ
ー
カ
ス

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
の
特
設
会

場
で
14
日
か
ら
４
月
14
日
ま
で
公

演
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
町
内
外

か
ら
約
６
０
０
人
が
招
か
れ
、
嘉

島
幼
稚
園
児
が
さ
く
ら
太
鼓
を
披

露
し
ま
し
た
。

３
月

○
町
民
会
館
落
成

　

落
成
、
開
館
は
16
日
。
式
典
で

は
荒
木
町
長
が
「
町
の
第
５
次
総

合
計
画
を
具
体
化
す
る
大
事
な
柱

と
位
置
づ
け
て
建
設
し
ま
し
た
」

と
あ
い
さ
つ
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
園
児
や
小
中
学
生
が
ダ
ン

ス
や
演
奏
、
演
劇
な
ど
を
披
露
。

「
町
の
文
化
と
健
康
の
拠
点
」
の

落
成
を
に
ぎ
や
か
に
祝
い
ま
し
た
。

○
嘉
島
町
消
防
団
出
初
式

　

団
員
総
数
３
５
４
人
の
う
ち
、

金
澤
清
二
団
長
以
下
２
２
１
人
が

参
加
。
表
彰
の
あ
と
通
常
点
検
と

小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技
で
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

か
わ
い
い
園
児
に
よ
る
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
も
参
加
し
ま
し
た
。

○
小
中
学
校
で
卒
業
式

　

嘉
島
中
79
人
、
嘉
島
東
小
19
人
、

嘉
島
西
小
58
人
が
卒
業
。「
絆
を

胸
に
夢
に
向
か
っ
て
歩
き
始
め
ま

す
。
別
れ
は
新
し
い
旅
立
ち
で

す
」
と
嘉
島
中
卒
業
生
。
小
学
校

で
は
一
人
ひ
と
り
が
６
年
間
の
思

い
出
や
将
来
の
夢
を
発
表
し
て
、

学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

○
九
州
中
央
道
が
一
部
開
通

　

嘉
島
町
と
宮
崎
県
延
岡
市
を
結

ぶ
九
州
中
央
自
動
車
道
の
嘉
島

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
―

小
池
高
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
１
・
８
㌔
が
22
日
開
通
。

総
延
長
95
㌔
の
う
ち
、
宮
崎
県
側

「
活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市
〜
住
ん
で
良
か
っ
た
！ 

水
の
郷　

嘉
島
」

（
第
５
次
嘉
島
町
総
合
計
画
基
本
理
念
）　　

　

2
0
1
4
（
平
成
26
）
年
も
残
り
わ
ず
か
。

今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
１
年
間
の
嘉
島
町
の
主
な
出
来
事
を
ま
と
め

ま
し
た
。
来
年
も
い
い
年
に
な
る
よ
う
願
い
を

込
め
て
…
。
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８
・
５
㌔
は
開
通
済
み
で
す
が
、

熊
本
県
内
の
開
通
は
初
め
て
で
す
。

４
月

○
総
合
運
動
公
園
の
多
目
的
競
技

場
・
芝
生
広
場
完
成

　

記
念
式
典
が
５
日
、
現
地
で

開
か
れ
、
荒
木
町
長
が
始
球
式
。

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の

コ
ー
チ
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
や

親
善
試
合
が
あ
り
ま
し
た
。

○
小
中
学
校
で
入
学
式　

　

新
入
生
は
嘉
島
中
71
人
、
嘉
島

東
小
23
人
、
嘉
島
西
小
72
人
。
来

賓
や
保
護
者
、
先
生
た
ち
が
見
守

る
中
、
堂
々
と
入
場
、
新
た
な
学

校
生
活
を
始
め
ま
し
た
。
嘉
島
幼

稚
園
に
は
41
人
が
入
園
し
ま
し
た
。

５
月

○
緑
川
水
防
演
習

　

上
島
地
区
の
森
崎
橋
下
流
緑

川
・
御
船
川
合
流
点
河
川
敷
で
11

日
行
わ
れ
、
嘉
島
町
な
ど
郡
内
４

町
に
国
土
交
通
省
、
県
、
熊
本
市

な
ど
か
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
。

嘉
島
町
水
防
団
の
金
澤
団
長
の
総

指
揮
の
下
、
各
自
治
体
水
防
団
が

演
習
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
○
東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
に
事

業
認
可

　

県
の
事
業
認
可
が
29
日
に
下
り

ま
し
た
。
事
業
区
域
は
70
・
８
㌶
。

地
区
界
測
量
や
基
本
設
計
は
完
了

し
て
お
り
、
換
地
設
計
な
ど
が
本

格
化
し
ま
し
た
。

６
月

○
西
小
ミ
ニ
バ
ス
ケ
、
郡
大
会
で

男
女
優
勝

　

益
城
中
央
小
学
校
で
28
日
開
か

れ
た
第
34
回
上
益
城
郡
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
大
会
で
、
男

子
の
嘉
島
Ｍ
Ｂ
Ｃ
、
女
子
の
嘉
島

Ｗ
Ｇ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
が
と
も
に
予
選
か
ら

決
勝
ま
で
圧
勝
す
る
強
さ
で
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。
嘉
島
Ｍ
Ｂ
Ｃ
は

夏
の
熊
日
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
準
決
勝
に
進
出
、
３
位
に
な
り

ま
し
た
。

７
月

○
郡
消
防
操
法
大
会
で
上
位
独
占

　

嘉
島
町
民
体
育
館
と
役
場
前
駐

車
場
で
６
日
開
か
れ
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
に
出
場
し
た
嘉
島
町
消
防

団
は
、
第
１
分
団
第
２
部
（
下
六

嘉
）
が
優
勝
、
同
分
団
第
１
部

（
井
寺
）
が
準
優
勝
と
上
位
を
独

占
し
ま
し
た
。
両
部
は
８
月
に
人

吉
市
で
開
か
れ
た
県
大
会
に
郡
代

表
で
出
場
、
健
闘
し
ま
し
た
。

８
月

○
印
刷
業
の
ハ
タ
ノ
、
町
と
立
地

協
定

　

㈱
ハ
タ
ノ
（
熊
本
市
西
区
上
熊

本
、
毛
利
吉
文
社
長
）
は
下
仲
間

地
区
に
本
社
・
工
場
を
移
転
す
る

こ
と
に
な
り
、
嘉
島
町
と
の
立
地

協
定
に
６
日
調
印
し
ま
し
た
。
12

月
か
ら
建
設
に
着
手
、
２
０
１
５

年
８
月
の
操
業
開
始
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

９
月

○
金
婚
夫
婦
表
彰
な
ど
敬
老
行
事

　

今
年
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫

婦
は
昨
年
よ
り
５
組
少
な
い
22
組
。

百
歳
長
寿
は
５
人
、
結
婚
50
周
年

は
９
人
。
町
民
会
館
で
初
め
て
の

開
催
と
な
っ
た
敬
老
会
も
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

○
プ
ク
プ
ク
う
が
い

　

嘉
島
東
・
西
小
学
校
の
１
〜
３

年
生
を
対
象
に
、
虫
歯
予
防
の
プ

ク
プ
ク
う
が
い
（
フ
ッ
化
物
洗

口
）
を
開
始
。
来
年
度
か
ら
中
学

生
ま
で
広
げ
ま
す
。
幼
稚
園
・
保

育
園
で
は
す
で
に
実
施
中
で
す
が
、

町
の
12
歳
児
の
虫
歯
は
県
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
た
め
、
対
象
を
拡

大
し
ま
し
た
。

10
月

○
男
女
共
同
参
画
を
考
え
よ
う
！

第
３
回
上
益
城
大
会
in
か
し
ま

　

町
民
会
館
で
４
日
開
か
れ
、
郡

内
５
町
の
参
加
者
が
、
男
女
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
川
柳
や

作
文
の
発
表
も
あ
り
、
嘉
島
中
生

徒
も
作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

○
第
３
回
子
ど
も
議
会

　

議
員
は
嘉
島
中
の
生
徒
会
役
員

や
常
務
委
員
長
、
副
委
員
長
な
ど

15
人
。
１
人
が
議
長
役
。「
議
員
」

た
ち
は
鋭
い
質
問
を
浴
び
せ
、
町

長
と
町
幹
部
が
真
剣
に
答
弁
し
ま

し
た
。

11
月

○
町
文
化
祭
、
町
民
会
館
で
初
め

て
開
催　

＝
４
〜
５
ペ
ー
ジ
参
照

○
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
か
し
ま

　
　
　
　

＝
６
〜
７
ペ
ー
ジ
参
照

○
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い

　
　
　
　
　
　

＝
９
ペ
ー
ジ
参
照
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吟
詠
、
ダ
ン
ス
な
ど
が
次
々
に
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
44
回
嘉
島
町
文
化
祭
は
11
月

３
日
、
今
春
開
館
し
た
町
民
会
館

で
開
催
。
ロ
ビ
ー
や
ホ
ワ
イ
エ

に
は
多
彩
な
作
品
が
展
示
さ
れ
、

ホ
ー
ル
の
舞
台
で
は
園
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
楽
し
い
発
表
が
続
き
ま

し
た
。
町
民
会
館
で
初
め
て
の
開

催
と
あ
っ
て
、
大
勢
の
町
民
が
つ

め
か
け
ま
し
た
。
※
表
紙
参
照

　

町
文
化
協
会
の
野
口
憲
介
会
長

は
「
今
年
は
立
派
な
町
民
会
館
で

の
開
催
で
す
。
文
化
は
町
民
の
親

睦
交
流
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
引
き

継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
ゆ
っ
く
り

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
来
賓
の
荒
木
町
長
と
木
田
町

議
会
議
長
が
「
さ
ら
な
る
文
化
の

発
展
を
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

展
示
作
品
は
、
文
化
協
会
各
部

門
か
ら
書
道
や
絵
画
、
編
み
物
、

華
道
、
写
真
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

絵
手
紙
な
ど
。
和
室
に
は
茶
席
も

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
は

か
し
ま
太
鼓
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。

園
児
た
ち
の
演
奏
、
嘉
島
中
吹
奏

楽
部
の
演
奏
、
小
学
生
の
童
話
発

表
、
公
民
館
講
座
や
町
民
グ
ル
ー

プ
の
手
話
歌
、
舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、

荒木町長 野口文化協会長

吹き抜けのホワイエでの作品展示

広
い
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
た
作
品

写
真
作
品
に
見
入
る
人
た
ち

多
彩
な
作
品
が
並
ん
だ
会
場

華
や
か
な
生
け
花

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
た
お
茶
席

町
民
会
館
で
初
開
催

　

多
彩
に 

楽
し
く

第
44
回
嘉
島
町
文
化
祭
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約
６
万
本
が
満
開
の
北
甘
木
の

ヒ
マ
ワ
リ
畑
で
11
月
９
日
、
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
滝
河
原
の
女

声
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
コ
ー
ル

あ
じ
さ
い
」
と
熊
本
市
の
「
グ

ル
ー
プ
さ
く
ら
」
が
き
れ
い
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
や
演
奏
を
響
か
せ
ま

し
た
。
※
表
紙
参
照

　

畑
は
、
鯰
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
を
経
営
す
る
中
島
憲
行
さ
ん
が

地
域
活
性
化
の
た
め
に
植
栽
。
コ

ン
サ
ー
ト
は
今
年
で
11
回
目
。
施

設
訪
問
を
重
ね
て
い
る
グ
ル
ー

プ
さ
く
ら
は
マ
ン
ド
リ
ン
や
ギ

タ
ー
な
ど
で
童
謡
や
唱
歌
約
20
曲
、

コ
ー
ル
あ
じ
さ
い
は
３
曲
を
披
露

し
ま
し
た
。

園
児
も
力
が
入
る
太
鼓
演
奏

楽しくにぎやかな花笠音頭 思いを込めて声を合わせるコーラス

優雅なフラダンス 乙女たちの神楽の舞 軽やかな社交ダンス

ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
の
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

気
持
ち
を
合
わ
せ
た
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム

　
「
ひ
ま
わ
り
畑

「
ひ
ま
わ
り
畑

　　

  

コ
ン
サ
ー
ト
」

コ
ン
サ
ー
ト
」

童話発表　嘉島西小 3年
飯田愛海さん

童話発表　嘉島東小 3年
野口紗矢珂さん
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ジョイフル
スポーツ
かしま

'14

駅伝優勝の鯰体協チーム

 

’14
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
か
し

ま
は
11
月
９
日
、
４
年
連
続
で
雨

に
な
り
、
町
内
駅
伝
大
会
を
除
く

屋
外
競
技
は
中
止
、
町
民
体
育
館

で
の
室
内
競
技
や
体
験
コ
ー
ナ
ー

だ
け
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
は
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
み

ま
し
た
。
※
表
紙
参
照

　

町
内
駅
伝
は
40
回
目
。
今
年
は

オ
ー
プ
ン
参
加
を
含
め
て
７
チ
ー

ム
が
出
場
。
嘉
島
中
学
校
正
門
前

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
周
辺
道

路
７
区
間
、
16
・
５
８
５
㌔
の

コ
ー
ス
で
競
い
、
鯰
体
協
が
６
連

覇
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
に
は
大
勢
の
町
民
が
詰

め
か
け
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

や
ハ
イ
パ
ー
な
わ
と
び
、
回
転
コ

イ
ン
タ
ワ
ー
な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。

鯰体協 駅伝６連覇

第40回嘉島町内駅伝大会
優　勝　鯰体協　　　　1時間 4分 31 秒
２　位　北甘木体協　　1時間 5分 16 秒
３　位　下六嘉体協　　1時間 5分 27 秒

区　間　賞
区　　間 氏　名 体　協 記　録

1 中学生 杉野　育海 下仲間 10分33秒
2 小学生 石坂　海斗 上島 3分40秒
3 一般・高校生 光橋　広祐 犬渕 10分40秒
4 小・中学生 川上　欣悟 下六嘉 7分51秒
5 一般・高校生 後藤　喜治 井寺 7分21秒
6 フリー 池上　　毅 北甘木 10分40秒
7 フリー 林田総一郎 鯰 8分01秒
7 フリー 森永　寛史 北甘木 8分01秒
6･7 フリー 光橋　達司 犬渕 17分52秒

拍手の中でタスキリレー

↑力走でタスキをつなぐ選手たち↓

一般男女混合優勝の球友会

区間賞＝左から、１区杉野育海、３区光橋広祐、４区川上欣悟、
５区後藤喜治、６区池上毅、７区林田総一郎、同森永寛史、
６・７区光橋達司の各選手。円内は２区石坂海斗選手

ビーチボールバレー
一般男女混合の部
優勝 球友会
２位 ツカノグミ
３位 土曜会Ｂ

女子の部
優勝 ロッカーズ
２位 Clair C
３位 Clair B
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楽しく懸命のプレーが展開されたビーチボールーバレー 参加者全員で準備運動

回転コインタワー

大にぎわいの健康一番コーナー 大当たりに大喜び 点滅に合わせてハイパーなわとび

子どもたちに人気のバッテリーカー テーブルクロス

　

第
18
回
松
前
重
義
記
念
館
杯
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
11
月
10

日
、
高
田
み
ん
な
の
広
場
で
行
わ

れ
、
40
人
が
熱
戦
を
展
開
し
、
西

村
政
敏
さ
ん
（
下
六
嘉
）
が
優
勝
。

11
人
が
１
回
ず
つ
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

の
正
式
会
員
で
構
成
す
る
嘉
島
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
（
齊
藤

俊
一
会
長
）
の
主
催
で
、
毎
年
開

催
。
参
加
者
は
８
ホ
ー
ル
２
回
の

ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
で
技
を
競
い
ま

し
た
。
プ
レ
ー
は
真
剣
で
し
た
が
、

ボ
ー
ル
の
行
方
は
ま
ま
な
ら
ず
、

「
ど
こ
行
き
よ
っ
と
か
い
」「
ち
ゃ

ん
と
入
れ
よ
」
と
軽
口
を
た
た
き

な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し

い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
〜
５
位
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
２
位　

西
﨑
悦
子
さ
ん
（
下
六

嘉
）
▽
３
位　

早
川
睦
男
さ
ん

（
上
六
嘉
）   

▽
４
位　

西
村
正
憲

さ
ん
（
同
）
▽
５
位　

増
田
久
登

さ
ん
（
同
）

和やかな雰囲気の大会

●
上
位
入
賞
者

前
列
左
か
ら
、
優
勝
の
西
村
さ
ん
、
２
位

西
﨑
さ
ん
、
３
位
早
川
さ
ん
、
後
列
左
か

ら
、
４
位
西
村
さ
ん
、
５
位
増
田
さ
ん

　

和 

気
あ
い
あ
い
の
プ
レ
ー

　

西
村 

政
敏
さ
ん
（
下
六
嘉
）
優
勝

　
　
　

松
前
重
義
記
念
館
杯　

　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　
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平
成
26
年
第
１
回
嘉
島
町
議
会

臨
時
会
は
11
月
10
日
開
か
れ
、
町

総
合
運
動
公
園
管
理
棟
の
建
築
工

事
請
負
契
約
締
結
を
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

管
理
棟
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
平
屋
建
て
で
、
総
床
面
積

５
４
４
平
方
㍍
。
管
理
室
や
倉
庫
、

更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
ト
イ
レ

の
ほ
か
、
会
議
な
ど
に
も
使
え
る

約
40
人
収
容
の
多
目
的
室
、
約
30

人
収
容
の
研
修
室
を
備
え
て
い
ま

す
。
屋
上
に
は
、
運
動
公
園
外

周
を
取
り
巻
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
が
走
り
、
建

物
の
外
に
は
約
40
台
収
容
の
駐
輪

場
も
設
置
し
ま
す
。

　

今
回
の
契
約
は
建
物
本
体
。
内

装
や
塗
装
な
ど
は
別
途
契
約
、
完

成
は
来
年
６
月
ご
ろ
に
な
る
予
定

で
す
。

　

平
成
26
年
度
嘉
島
町
功
労
者
表

彰
式
は
11
月
３
日
、
役
場
会
議
室

で
行
わ
れ
、
特
別
職
５
人
の
皆
さ

ん
と
一
般
職
３
人
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

特
別
職
表
彰
は
、
10
年
以
上
に

わ
た
っ
て
町
政
に
貢
献
さ
れ
た
方

が
対
象
で
、
一
般
職
は
勤
続
20
年

以
上
が
対
象
で
す
。

　

表
彰
式
で
、
町
長
は
「
皆
さ
ん

に
は
各
分
野
で
町
政
を
支
え
、
安

全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
一
人

ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
と
主
な
役
職
は
次
の

通
り
で
す
。
一
般
職
は
名
前
の
み
。

◇
特
別
職

▽
松
永　

信
也
さ
ん
＝
選
挙
管
理

委
員
会
委
員

▽
齊
藤　

長
雄
さ
ん
＝
交
通
安
全

推
進
協
議
会
委
員
、
嘱
託
員
、
農

業
委
員
会
委
員
な
ど

▽
藤
井　

健
二
さ
ん
＝
体
育
指
導

委
員
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
な
ど

▽
木
下　

圭
子
さ
ん
＝
学
校
薬
剤

師▽
西
田
富
美
子
さ
ん
＝
就
学
指
導

委
員
会
委
員
、
教
育
問
題
懇
話
会

委
員
な
ど

◇
一
般
職

▽
藤
本　

賢
二
さ
ん
▽
中
冨　

喬

さ
ん
▽
橋
本　

浩
史
さ
ん

　

元
嘉
島
町
教
育
委
員
会
委
員
の
中
冨
嘉
紀
さ
ん
が
10
月
、

地
方
教
育
行
政
功
労
者
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

中
冨
さ
ん
は
平
成
14
年
６
月
か
ら
今
年
６
月
ま
で
12
年

間
に
わ
た
っ
て
町
教
育
委
員
を
、
23
年
か
ら
２
年
間
は　

教
育
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。
こ
の
間
、「
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
」
と
道
徳
教
育
の
推
進
や
教
育
施
設
、
設
備

の
充
実
に
努
め
、

幼
稚
園
や
小
中

学
校
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
や
空
調

設
備
の
整
備
を

進
言
、
実
現
さ

せ
ま
し
た
。

議会
平
成
26
年
第
１
回

嘉
島
町
議
会
臨
時
会

管
理
棟
建
築
工
事

請
負
契
約
を
可
決

総
合
運
動
公
園

前
列
右
か
ら
、
松
永
さ
ん
、
齊
藤
さ
ん
、

藤
井
さ
ん
、
荒
木
町
長
、
木
下
さ
ん
、

西
田
さ
ん
、
後
列
右
か
ら
、
工
藤
教
育
長
、

藤
本
さ
ん
、
橋
本
さ
ん
、
塚
本
総
務
課
長

（
中
冨
さ
ん
は
欠
席
）

嘉
島
町
功
労
者
表
彰

特
別
職
５
人
、
一
般
職
３
人

元教育委員　中冨 嘉紀さん

地方教育行政功労者表彰
町代表監査委員　髙木　伸一さん

町村監査功労者表彰

　

嘉
島
町
代
表
監
査
委
員
の
髙
木
伸
一
さ
ん
が
10
月
、
多

年
に
わ
た
り
町
村
監
査
委
員
業
務
を
通
じ
て
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協

議
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

髙
木
さ
ん
は
平
成
19
年
３
月
か
ら
、
町
代
表
監
査
委
員

を
務
め
て
い
ま
す
。

　

表
彰
は
、
東
京
で
開
か
れ
た
町
村
監
査
委
員
全
国
研

修
会
の
会
場
で

行
わ
れ
、
髙
木

さ
ん
は
同
時
に
、

今
後
の
業
務
に

生
か
す
た
め
の

研
修
を
２
日
間

に
わ
た
っ
て
受

け
ま
し
た
。
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「
第
10
回
人
権
を
考
え
る
町
民

の
集
い
」
は
11
月
８
日
、
嘉
島
町

民
会
館
で
開
催
。
児
童
・
生
徒
が

戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
学
ん
だ
成

果
や
「
い
じ
め
は
絶
対
に
し
な

い
」
と
訴
え
る
作
文
を
発
表
。
兵

庫
県
西
宮
市
在
住
の
教
育
サ
ポ
ー

タ
ー
仲
島
正
教
さ
ん
が
「
あ
ー
よ

か
っ
た
な　

あ
な
た
が
い
て
〜
優

し
さ
と
い
う
温
か
い
貯
金
〜
」
と

題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
す
べ
て
の
住
民
が

心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
、
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
差
別

の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
」。
工
藤
教
育
長
は
、「
人

権
問
題
を
正
し
く
知
り
、
自
分
の

問
題
と
考
え
る
こ
と
で
互
い
の
人

権
意
識
や
人
権
感
覚
を
養
う
事
が

で
き
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
小
６
年
生
21
人
と
嘉
島

西
小
６
年
の
工
藤
栞
さ
ん
、
岩
原

友
大
く
ん
は
長
崎
へ
の
修
学
旅
行

で
学
ん
だ
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
生
徒
会
長
の
的
場
優
希

さ
ん
と
副
会
長
の
鳥
栖
良
介
く
ん

は
、「
い
じ
め
や
差
別
の
な
い
学

校
に
」。「
み
ん
な
が
笑
顔
で
明
る

く
楽
し
い
学
校
に
」
な
ど
の
「
嘉

島
中
学
校
人
権
宣
言
５
カ
条
」
を

紹
介
し
ま
し
た
。

嘉島西小
工藤栞さん

嘉島西小
岩原友大君

嘉島中
鳥栖良介君

嘉島中
的場優希さん

第
10
回
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い

　
「
よ
か
っ
た
な
、
あ
な
た
が
い
て
」

「
心
の
銀
行
に
温
か
い
貯
金
を
」

　

仲
島
さ
ん
は
「
人
権
を
学
ぶ
と

は
人
と
人
と
の
温
か
い
つ
な
が
り

を
感
じ
る
こ
と
。
出
会
い
を
大
事

に
」
と
前
置
き
し
た
あ
と
、「
差

別
を
な
く
す
の
は
『
知
る
心
』

『
怒
る
心
』『
つ
な
が
り
と
感
動
の

心
』
の
３
つ
の
心
。
優
し
い
風
が

吹
く
と
冷
え
た
心
も
温
か
く
な
る
、

だ
か
ら
心
の
銀
行
に
い
っ
ぱ
い
優

し
さ
と
い
う
温
か
い
貯
金
を
し
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
、「
あ
ー
よ

か
っ
た
な
、
あ
な
た
が
い
て
」
と

大
好
き
な
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら

会
場
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

嘉
島
東
小
６
年
生
の
発
表

仲島正教さん

　

地
域
社
会
で
孤
立
し
が
ち
な

人
た
ち
の
悩
み
の
聴
き
役
と
な

る
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
養

成
講
座
が
11
月
、
嘉
島
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
３
回
に
わ
た
っ
て
開
講
。

町
内
の
高
齢
者
相
談
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
14
人

が
傾
聴
の
心
構
え
や
技
術
を
学
び

ま
し
た
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
で
、

初
め
て
の
連
続
講
座
で
す
。
講
師

は
、「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
く
ま

も
と
」
相
談
役
の
那
須
幸
さ
ん
と

代
表
の
岩
崎
静
香
さ
ん
。

　

７
日
の
第
１
回
講
座
の
テ
ー
マ

は
、
相
手
の
悩
み
を
じ
っ
く
り
聴

く
こ
と
で
心
を
癒
し
、
孤
立
感
や

不
安
感
を
軽
減
さ
せ
る
と
い
う

「
傾
聴
の
意
義
と
意
味
・
基
本
的

な
心
構
え
」。
那
須
さ
ん
た
ち
は

「
深
い
思
い
や
り
と
温
か
い
心
で

一
生
懸
命
に
聴
く
。『
聴
き
た
い
』

と
い
う
態
度
と
心
が
相
手

に
伝
わ
っ
て
初
め
て
傾
聴

が
成
り
立
つ
」「
ま
ず
聴

く
。
自
分
の
興
味
関
心
を

抑
え
、
相
手
の
価
値
観
を

尊
重
す
る
」「
何
を
話
し

た
い
の
か
。
そ
の
心
を
汲

み
取
る
こ
と
で
、
生
き
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
め
る
お

手
伝
い
を
す
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
２
人
組
に

な
っ
て
聴
き
方
の
練
習
を

し
ま
し
た
。「
本
当
に
難

し
い
」「
奥
が
深
い
」「
今

ま
で
自
分
の
意
見
を
言
い

過
ぎ
て
い
た
」
と
い
う
感

想
が
出
て
い
ま
し
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

悩
み
を
聴
き
心
を
癒
す

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座　
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嘉
島
町
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
連

絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
10
月
、
町

子
育
て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
あ
い
」
の

利
用
者
や
町
内
の
女
性
に
、
地
産

地
消
の
こ
う
じ
と
み
そ
づ
く
り
を

指
導
し
ま
し
た
。

　

あ
い
あ
い
の
地
域
活
動
の
一
環

で
、
17
人
が
参
加
。
材
料
は
、
嘉

島
町
産
の
大
豆
５
㌔
と
麦
10
㌔
。

こ
う
じ
は
、
グ
ル
ー
プ
代
表
の
河

原
君
代
さ
ん
宅
で
ね
か
せ
、
味
噌

は
町
民
会
館
調
理
室
で
。
参
加
者

は
大
半
が
主
婦
と
あ
っ
て
手
つ
き

は
慣
れ
た
も
の
。
指
導
者
と
の
息

も
ぴ
っ
た
り
で
、
和
気
あ
い
あ
い

の
雰
囲
気
の
中
で
「
地
産
み
そ
」

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る
下
六

嘉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が

西
原
公
園
内
に
完
成
、
11
月
16
日

に
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
は
、
獅
子
舞
の
練
習
も
で
き

る
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
永
田
英

治
区
長
は
「
念
願
の
施
設
が
で
き

ま
し
た
。
区
民
の
親
睦
・
共
用
の

場
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て

活
用
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
荒

木
町
長
と
川
上
町
議
会
議
員
は

「
和
風
の
素
晴
ら
し
い
施
設
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
下
六

嘉
獅
子
舞
保
存
会
の
モ
ヤ
の
舞
が

披
露
さ
れ
、
区
民
総
出
で
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
は
前
公
民
館
に
次
い

で
３
代
目
の
集
会
所
で
、
木
造
平

屋
瓦
ぶ
き
延
床
面
積
２
３
１
・
９

４
㎡
。
大
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
和
室

２
室
、
炊
事
場
、
ト
イ
レ
を
備
え
、

建
築
費
は
３
９
３
１
万
２
千
円
。

㈱
ジ
メ
ン
ト
が
「
獅
子
舞
の
継
承

と
下
六
嘉
の
シ
ン
ボ
ル
に
」
と
設

計
し
ま
し
た
。

下
六
嘉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

下
六
嘉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

地
域
の
新
拠
点　

落
成

　

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
九
州
熊
本

工
場
は
11
月
４
日
、
第
33
回
工
場

緑
化
推
進
全
国
大
会
（
東
京
）
で
、

緑
化
優
良
工
場
と
し
て
経
済
産
業

大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
緑
化
を
積
極
的
に
進

め
、
工
場
内
外
の
環
境
向
上
に
大

き
な
成
果
を
挙
げ
た
工
場
が
対
象

で
す
。
熊
本
工
場
は
、
１
０
０
種

類
以
上
の
椿
を
植
栽
し
た
散
策
路

や
遊
戯
施
設
、
休
憩
所
を
設
け
て

地
域
に
開
放
、
製
造
工
程
で
使
う

水
は
約
半
分
を
リ
サ
イ
ク
ル
。
国

有
林
内
で
水
源
涵
養
や
森
林
保
全

活
動
、
小
学
生
の
自
然
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

サントリー九州熊本工場
緑化優良工場等経済産業大臣表彰

大ホールで披露された六嘉の獅子舞

　

イ
オ
ン
熊
本
店
は
11
月
20
日
、

男
女
と
も
に
働
き
な
が
ら
子
育
て

し
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
し
て
、
平

成
26
年
度
熊
本
県
参
画
推
進
事
業

者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
店
の
従
業
員
は
約
４
０
０
人

で
、
８
割
弱
が
女
性
。
妊
娠
・
出

産
、
介
護
な
ど
仕
事
と
家
庭
の
両

立
を
支
援
す
る
様
々
な
制
度
や
、

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
男
女
を
問
わ

な
い
資
格
制
度
を
導
入
。
個
人
の

意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
管
理
職
に

も
登
用
、
課
長
や
係
長
な
ど
女
性

管
理
職
も
活
躍
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
の
勉
強
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

イオン熊本店
熊本県男女共同参画推進事業者表彰
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木
工

　

３
年
生
の
藤
本
陸
椰
君
は
、「
中

学
生
創
造
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア

木
工
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、

８
月
か
ら
県
内
４
会
場
で
順
次
開
か

れ
た
県
大
会
の
県
央
会
場
に
出
場
。

全
体
の
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

課
題
は
、
の
こ
ぎ
り
や
か
ん
な
な

ど
を
使
い
、
与
え
ら
れ
た
杉
板
を
材

料
に
所
定
の
寸
法
内
で
、
本
や
文
具

を
整
理
す
る
作
品
を
作
る
こ
と
。

　

藤
本
君
は
く
ぎ
を
使
わ
ず
に
切
り

込
み
を
組
み
合
わ
せ
、
Ｃ
Ｄ
や
筆
箱

の
整
理
棚
を
制
作
。
そ
の
後
も
練
習
、

11
月
15
日
に
鹿
児
島
で
開
か
れ
た
九

州
大
会
に
出
場
、
健
闘
し
ま
し
た
。

 

税
を
考
え
る
週
間
（
11
月
11
日

〜
17
日
）
に
合
わ
せ
て
、「
税
の

作
品
」
表
彰
式
が
11
月
14
日
、
熊

本
東
税
務
署
で
あ
り
、
嘉
島
中
学

校
の
生
徒
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
生
徒
に
対
す
る
租

税
教
育
の
一
環
と
し
て
、
熊
本
東

地
区
税
務
関
係
団
体
長
連
絡
協
議

会
が
毎
年
、
東
税
務
署
管
内
の
熊

本
東
区
と
上
益
城
郡
内
の
18
中
学

校
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
応
募
作
品
は
１
４
５
１

点
（
作
文
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
・

習
字
）
で
、
入
賞
・
佳
作
１
０
８

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
の
受
賞
者
は
次
の
通
り

で
す
。（
敬
称
略
）

○
作
文
の
部

熊
本
県
県
央
広
域
本
部
長
賞　

前
崎　

綾
（
３
年
）

南
九
州
税
理
士
会
熊
本
東
支
部

支
部
長
賞　

北
澤　

圭
祐
（
３
年
）

佳
作　
　
　

奥
名　

亮
哉
（
３
年
）

○
標
語
の
部

佳
作　
　
　

渡
邊　

亮
介
（
２
年
）

佳
作　
　
　

後
藤　

歩
実
（
２
年
）

佳
作　
　
　

山
口　

拓
馬
（
１
年
）

ロ
ボ
コ
ン

　

２
年
生
の
渡
邊
亮
介
君
と
緒
方
健

太
君
は
11
月
８
日
、
合
志
市
で
開
か

れ
た
「
中
学
生
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
授
業
内
部
門
に
出
場
、

敢
闘
賞
２
位
（
全
体
の
６
位
）
に
入

賞
し
ま
し
た
。

　

所
定
の
寸
法
内
で
作
っ
た
ロ
ボ
ッ

ト
で
60
秒
以
内
に
、
自
陣
内
に
ば
ら

ま
か
れ
た
丸
め
た
紙
20
個
と
缶
２
個

を
ゴ
ー
ル
エ
リ
ア
に
入
れ
る
競
技
。

　

２
人
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
さ
ら
に
改
良

を
加
え
、
12
月
６
、
７
日
に
佐
世
保

市
で
開
か
れ
た
九
州
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

弁
当
レ
シ
ピ

　

３
年
生
の
永
田
智
愛
さ
ん
と
池

田
有
香
音
さ
ん
が
考
え
た
レ
シ
ピ

は
、「
中
学
生
創
造
も
の
づ
く
り
教

育
フ
ェ
ア
あ
な
た
の
た
め
の
お
べ
ん

と
う
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
県
代
表
に
選

ば
れ
、
１
月
に
東
京
で
開
か
れ
る
全

国
大
会
の
書
類
審
査
に
進
み
ま
し
た
。

　

課
題
は
「
魚
を
使
っ
た
調
理
」。

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
「
魚
嫌
い
で

も
食
べ
ら
れ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
直

伝
！
鮭
の
ハ
ン
バ
ー
グ
」。
嘉
島
の

具
飯
や
地
元
特
産
の
水
前
寺
菜
や
ア

イ
コ
ト
マ
ト
も
使
い
ま
し
た
。
県
大

会
後
、
２
年
生
の
北
岡
奈
々
さ
ん
も

参
加
。
全
国
大
会
向
け
に
は
よ
り
ヘ

ル
シ
ー
に
短
時
間
で
作
る
工
夫
を
加

え
た
レ
シ
ピ
を
出
し
て
い
ま
す
。

「
税
の
作
品
」
表
彰

嘉
島
中
生
徒
も

▲弁当レシピ
上：左から、北岡さん、池田さん、永田さん。
下：県大会に出したレシピの出来上がり写真。
全国大会向けに３人でさらに工夫しました。

▼ロボコン
県大会に出場したロボットと渡邊君（左）、
緒方君。ロボットは改良して九州大会に
臨みました。

▲木工
作品を持つ藤本陸椰君。さらに
練習を重ねて九州大会に出場し
ました。

木工、ロボコン、弁当レシピ

　嘉島中学校の生徒たちが、県中学校教育研究会技術・
家庭科部会主催の木工やロボコン、お弁当レシピの県大
会で上位入賞、県代表になりました。

県代表に



広報かしま2014.12

12

　
「
い
じ
め
や
差
別
を
な

く
そ
う
」「
温
か
い
心
を

広
げ
た
い
」
―
嘉
島
東

小
で
11
月
21
日
、
児
童

が
４
月
か
ら
育
て
て
き

た
花
の
種
子
を
、
各
自

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

た
袋
に
入
れ
、
風
船
で

空
高
く
飛
ば
し
ま
し
た
。

※
表
紙
参
照

　

思
い
や
り
の
心
を
育

む
「
人
権
の
花
」
運
動
で
、

法
務
局
や
人
権
擁
護
委

員
な
ど
が
上
益
城
郡
内

の
小
学
校
を
対
象
に
毎

年
実
施
。
児
童
は
校
内

の
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー

で
大
事
に
育
て
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
人
権
集

会
で
学
年
ご
と
に
学
習

の
成
果
を
発
表
し
た
後
、
郡
内
の

人
権
擁
護
委
員
が
用
意
し
た
風
船

を
校
庭
か
ら
一
斉
に
空
に
放
し
ま

し
た
。

　

嘉
島
幼
稚
園
で
11
月
5
日
、
地

震
の
際
に
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
場

で
身
を
守
る
初
動
対
応
の
訓
練
が

あ
り
ま
し
た
。

　

県
内
一
斉
に
行
わ
れ
た
「
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
防
災

訓
練
。
訓
練
開
始
の
ラ
ジ
オ
放
送

が
流
れ
る
と
、
園
児
と
先
生
た
ち

は
す
ば
や
く
一
斉
に
机
の
下
に
入

り
、
１
分
間
動
か
ず
に
待
機
。
そ

の
後
、
組
ご
と
に
園
庭
に
避
難
し

ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
混
乱
す
る

こ
と
な
く
落
ち
着
い
て
行
動
、
無

事
に
訓
練
を
終
え
ま
し
た
。

　

県
内
で
約
28
万
３
千
人
が
訓
練

に
参
加
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

嘉
島
幼
稚
園
で
初
動
訓
練

　

嘉
島
町
教
育
委
員
会
が
11
月
６

日
審
査
。
優
秀
作
は
役
場
や
町
民

会
館
な
ど
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

（
注
）
西
＝
嘉
島
西
小
、
東
＝
嘉
島
東
小
、

嘉
島
中
学
校
は
省
略
。

○
小
１

お
は
よ
う
と　

え
ん
じ
ん
か
け
て

し
ゅ
っ
ぱ
つ
だ

　

優
秀
・
特
選　

　
　
　

く
す
や
ま　

り
ん
（
西
）

あ
り
が
と
う　

す
ぐ
に
い
え
る
よ

か
し
ま
の
こ

　

入
選　

う
め
だ　

は
な
（
西
）

お
は
よ　

お
は
よ　

い
い
き
も
ち

　

入
選　

た
か
も
り 

ゆ
う
り
（
東
）

○
小
２

た
す
け
あ
お
う　

あ
な
た
と
心
が

つ
な
が
る
よ

　

特
選　

荒
木　

い
ろ
は
（
西
）

け
ん
か
し
て　

ま
ほ
う
の
こ
と
ば

で　

な
か
な
お
り

　

入
選　

岡
本　

ゆ
う
た
（
西
）

こ
っ
ち
だ
よ　

あ
そ
ん
で
み
よ
う

よ　

た
の
し
い
な

　

入
選　

山
口　

き
ら
と
（
西
）

○
小
３

さ
よ
う
な
ら　

明
日
も
い
っ
ぱ
い

あ
そ
ぼ
う
ね

　

優
秀
・
特
選　

　
　
　
　

緒
方　

ひ
か
り
（
西
）

お
は
よ
う
と　

か
え
っ
て
く
る
と

う
れ
し
い
な

　

入
選　

木
村　

さ
き
（
東
）

あ
い
さ
つ
は　

こ
こ
ろ
と
こ
こ
ろ

の　

お
く
り
も
の

　

入
選　

岡
本　

乃
彩
（
西
）

○
小
４

つ
ら
い
こ
と　

が
ま
ん
し
な
い
で

伝
え
よ
う

　

特
選　

奥
田　

彩
花
（
東
）

「
ご
め
ん
な
さ
い
」「
い
い
よ
」
と

返
し
て　

仲
な
お
り

　

入
選　

大
谷　

百
華
（
東
）

あ
い
さ
つ
で　

ひ
ろ
が
る
え
が
お

か
し
ま
ま
ち

　

入
選　

掛
須　

悠
由
（
西
）

○
小
５

友
だ
ち
の　

い
い
と
こ
い
っ
ぱ
い

み
つ
け
た
よ

　

特
選　

岩
本　

梨
聖
（
西
）

あ
い
さ
つ
は　

世
界
が
つ
な
が
る

言
葉
だ
よ

　

入
選　

荒
木　

さ
く
ら
（
西
）

あ
り
が
と
う　

気
持
ち
が
伝
わ
る

あ
い
言
葉

　

入
選　

廣
田　

葵
（
東
）

○
小
６

あ
い
さ
つ
で　

笑
顔
が
さ
く
よ　

こ
の
町
に

　
　

優
秀
・
特
選

「
明
る
い
あ
い
さ
つ
・
思
い
や
り
の
心
」
標
語

「
明
る
い
あ
い
さ
つ
・
思
い
や
り
の
心
」
標
語

優
秀
・
特
選
・
入
選
作
決
ま
る

　
　
　
　

小
谷　

羽
奏
（
西
）

ご
め
ん
な
さ
い　

相
手
に
伝
え　

気
持
ち
良
く

　

入
選　

前
崎　

良
太
（
西
）

あ
り
が
と
う　

ふ
わ
ふ
わ
言
葉
を　

使
お
う
よ

　

入
選　

毛
利　

ユ
ウ
（
東
）

○
中
１

あ
い
さ
つ
で 

朝
か
ら
心
が 

ぽ
っ

か
ぽ
か

　

特
選　

嶋
崎　

彩
花

い
い
朝
だ　

元
気
に
あ
い
さ
つ　

お
は
よ
う
さ
ん

　

入
選　

宮
村　

勇
輝

○
中
２

あ
い
さ
つ
は　

心
と
心
の　

深
め

合
い

　

優
秀
・
特
選　
　

山
崎　

拳
聖

あ
い
さ
つ
で　

み
ん
な
の
笑
顔
と　

つ
な
が
ろ
う

　

入
選　

大
舘　

絵
理

あ
い
さ
つ
は　

心
を
つ
な
ぐ　

お

く
り
も
の

　

入
選　

福
重　

か
え
で

○
中
３

あ
い
さ
つ
は　

心
の
扉
を　

開
く

カ
ギ

　

特
選　

德
永　

裕
也

あ
い
さ
つ
で　

笑
顔
の
一
日　

は

じ
め
よ
う

　

入
選　

栗
﨑　

早
弥
香

あ
い
さ
つ
で　

笑
顔
の
バ
ト
ン　

つ
な
げ
よ
う

　

入
選　

八
反
田　

佳
邑

「人権「人権のの花」種子 飛んでいけ花」種子 飛んでいけ 嘉島
東小
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「
犬
が
怖
が
ら
な
い
よ
う
、
自
分

の
に
お
い
を
か
が
せ
て
か
ら
犬
に

触
る
」「
飼
い
主
の
い
な
い
犬
に

は
絶
対
に
触
ら
な
い
」
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
石
原
貢
一
所
長
は
、

「
セ
ン
タ
ー
に
は
捨
て
ら
れ
た
犬

や
迷
っ
た
犬
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

新
し
い
飼
い
主
が
来
な
け
れ
ば
殺

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
飼
う
と
き

は
最
後
ま
で
面
倒
を
み
て
く
だ
さ

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
学
校
の
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
は
10
月
31
日
、
町
民
会
館
ホ
ー

ル
で
初
め
て
開
催
。
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
思
い
を

込
め
た
歌
声
を
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い

に
響
か
せ
ま
し
た
。

　

各
学
年
、
ク
ラ
ス
別
に
課
題
曲

と
自
由
曲
の
２
曲
を
発
表
。
特
に

３
年
生
は
最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
と

あ
っ
て
思
い
は
格
別
の
よ
う
で
、

発
表
前
に
は
円
陣
を
組
ん
で
声
を

掛
け
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

金
賞
は
３
年
１
組
と
同
２
組
が

受
賞
。
１
組
は
学
校
代
表
と
し
て

吹
奏
楽
部
と
と
も
に
、
11
月
６
日

に
町
民
会
館
で
開
か
れ
た
郡
中
学

校
音
楽
祭
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
西
小
学
校
の
学
習
発
表
会

は
11
月
20
日
、
同
小
体
育
館
で
開

か
れ
、
児
童
た
ち
は
自
分
た
ち
で

調
べ
考
え
学
ん
だ
成
果
を
、
劇
や

歌
、
演
奏
、
ニ
ュ
ー
ス
形
式
の
レ

ポ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
表
現
で
披
露

し
ま
し
た
。
※
表
紙
参
照

　

詰
め
か
け
た
大
勢
の
保
護
者
や

家
族
、
地
域
の
人
た
ち
は
、
大
き

な
声
で
の
び
の
び
と
発
表
す
る
児

童
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
、
壁
際

に
展
示
さ
れ
た
作
品
に
も
熱
心
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
小
学
校

の
１
、
２
年
生
42

人
が
11
月
６
日
、

体
育
館
で
開
か
れ

た
「
動
物
と
の
ふ

れ
あ
い
方
教
室
」

で
、
犬
と
の
ふ
れ

あ
い
な
ど
を
通
し

て
命
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　

教
室
は
御
船
保

健
所
と
県
動
物
管

理
セ
ン
タ
ー
が
開

設
。
児
童
は
、
セ

ン
タ
ー
で
飼
わ
れ

て
い
る
犬
の
心
音

を
聴
い
た
後
、
お
互
い
の
心
音
を

聴
診
器
で
聴
き
合
い
、
人
も
動
物

も
同
じ
命
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
。
犬
と
の
接
し
方
で
は
、

劇
や
歌
、
演
奏
で
…

西
小
で
学
習
発
表
会

学
ん
だ
成
果
を
披
露

歌
声
を
響
か
せ
て

嘉
島
中
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

町
民
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催

２年生の「泣いた赤おに」

3年生の「地図記号にみちびかれた冒険者たち」

友だちの心音を聴く児童

犬の着ぐるみも登場

金賞で学校代表になった３年１組

犬とふれあう児童

６
年
生
の
英
語
劇
「
も
も
た
ろ
う
」

命の大切さ学ぶ
動物とのふれあい方教室嘉島

東小
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

を
ひ
か
え
た
11
月
２
日
、
町
消
防

団
の
非
常
呼
集
訓
練
が
嘉
島
町
民

体
育
館
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
時
40
分
、
防
災
行
政
無
線
と

災
害
情
報
メ
ー
ル
で
非
常
呼
集
。

各
地
区
消
防
団
の
積
載
車
が
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
集
結
し
ま

し
た
。
団
員
は
中
学
校
プ
ー
ル
か

ら
取
水
、
３
台
の
ポ
ン
プ
を
連
結
、

き
び
き
び
と
し
た
動
作
で
放
水
開

始
。
本
番
さ
な
が
ら
の
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
荒
木
町
長
か
ら

激
励
を
受
け
、
町
内
一
円
の
水
利

査
察
と
防
火
パ
レ
ー
ド
に
出
発
、

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
そ
っ

と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん
」
の
第

４
回
親
子
教
室
が
11
月
７
日
、
鯰

公
民
館
で
あ
り
、
親
子
５
組
と
ス

タ
ッ
フ
が
ク
ッ
キ
ー
と
蒸
し
パ
ン

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

親
子
で
妖
怪
体
操
を
し
た
あ
と

さ
っ
そ
く
お
や
つ
作
り
。ク
ッ
キ
ー

生
地
を
の
ば
し
ス
プ
ー
ン
な
ど
で

型
取
っ
た
ス
マ
イ
ル
ク
ッ
キ
ー
と
、

米
粉
ミ
ッ
ク
ス
生
地
に
さ
つ
ま
い

も
と
三
色
甘
納
豆
を
ト
ッ
ピ
ン
グ

し
た
も
っ
ち
り
蒸
し
パ
ン
を
ホ
ッ

ト
プ
レ
ー
ト
で
作
り
ま
し
た
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
新
聞

紙
を
使
っ
た
冒
険
遊
び
を
し
た
後
、

お
い
し
く
試
食
し
ま
し
た
。

嘉
島
町
消
防
団 

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て

ご
ら
ん
「
親
子
教
室
」

　

嘉
島
町
軟
式
野
球
協
会
主
催
の

町
長
旗
軟
式
野
球
大
会
は
10
月
19

日
に
開
幕
、
８
チ
ー
ム
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
10
月
26
日
、
町
総
合

運
動
公
園
野
球
場
で
行
わ
れ
、
清

永
Ｆ
ｔ
，ｓ
と
嘉
島
紳
士
が
対
戦
。

初
回
に
清
永
Ｆ
ｔ
，ｓ
が
先
制
、

嘉
島
紳
士
が
逆
転
し
ま
す
が
、
５

回
に
は
同
点
と
な
る
展
開
。
７
回

に
３
点
を
奪
っ
た
清
永
Ｆ
ｔ
，ｓ

が
嘉
島
紳
士
の
反
撃
を
１
点
に
抑

え
、
６
対
５
で
制
し
、
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

　

第
20
回
秋
季
リ
ー
グ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
は
10
月
14
日
、
町
営

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
幕
。
12
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
２
週
間
に
わ
た
っ
て

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
に
行
わ
れ
た
決
勝
戦

は
、
嘉
島
産
業
と
鯰
ク
ラ
ブ
が
対

戦
。
両
チ
ー
ム
投
手
の
好
投
と
堅

守
に
よ
り
投
手
戦
と
な
り
ま
し
た

が
、
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に

し
た
嘉
島
産
業
が
２
対
０
で
制
し
、

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ａ
Ｂ
熊
本
朝
日
放
送
が
11
月

20
日
、
嘉
島
町
特
産
の
大
豆
の
収

穫
や
大
豆
製
品
を
取
材
。
26
日
夕

方
の
報
道
番
組
「
く
ま
パ
ワ
」
の

中
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
の
イ
チ
オ
シ
！
」
と
い

う
コ
ー
ナ
ー
。
役
場
農
政
課
職
員

の
案
内
で
女
性
レ
ポ
ー
タ
ー
が
大

豆
の
収
穫
や
共
同
乾
燥
施
設
、
大

豆
工
房
か
し
ま
の
大
豆
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
や
ス
ー
プ
、
水
の
郷
グ
ル
ー

プ
の
ス
イ
ー
ツ
・
大
豆
シ
フ
ォ
ン

な
ど
を
取
材
、
関
係
者
の
話
を
聞

く
形
で
撮
影
し
ま
し
た
。

　

放
送
で
は
、
試
食
も
交
え
て
嘉

島
産
大
豆
の
良
さ
や
製
品
の
お
い

し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

嘉
島
産
業　

接
戦
制
す

　
　
　

秋
季
リ
ー
グ

　
　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

清
永
Ｆ
ｔ‘
ｓ
が

町
長
旗
軟
式
野
球
大
会

Ｋ
Ａ
Ｂ　

大
豆
を
取
材

「
く
ま
パ
ワ
」
で
紹
介
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《
12
〜
1
月
の
休
館
日
》

12
月　

１
、
８
、
15
、
22
日

１
月　

５
、
13
、
19
、
26
日

※
年
末
年
始
は
休
館
で
す
。
１
月

13
日
は
前
日
が
祝
日
で
開
館
、
そ

の
振
替
休
館
日
に
な
り
ま
す
。

《
お
は
な
し
会
》

　

12
月
24
日
、
１
月
14
、
28
日
の

16
時
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

で
開
い
て
い
ま
す
。
参
加
無
料
。

嘉  島  町  民  会  館

「
食
品
の
裏
側
」

著
者
・
阿
部　

司

東
洋
経
済
新
報
社

ソロモンの偽証　第Ⅰ部～第Ⅲ部
 宮部みゆき
破門
 黒川博行
カッコウの呼び声　上・下
 ロバート・ガルブレイス　池田真紀子　訳
白い虎の月
 コリーン・ハウック　松山美保＝訳
犬から聞いた素敵な話
 山口花
世界の名言１００
 遠越段
いまどきの幸せ孫育て
 ぼうだ　あきこ　岡本喜代子
全国五つ星の手みやげ
 岸　朝子　選
定番おせちとお祝い料理
 世界文化社
こわされる地球の子どもたち【環境】
 本木洋子・茂手木千晶　著

ドラゴンのなみだ
 佐々木ひとみ・作　吉田尚令・絵
百まいのドレス エレナー・エスティス作
 石井桃子訳　ルイス・スロボドキン絵
雪渡り
 宮沢賢治・作　たかし　たかこ・絵
ヘンリー・ブラウンの誕生日 
 エレン・レヴァイン作
 カディール・ネルソン絵　千葉茂樹訳
いのちのバトン
 詩と文　日野原重明
 絵　いわさきちひろ
にんげんごみばこ
 さく・のぶみ
しろいおくりもの
 文　立原えりか　絵　永田萠
はつゆめはひみつ
 谷真介・文　赤坂三好・絵
おもちのきもち
 かがくい　ひろし
１４ひきのもちつき
 いわむら　かずお

　

今
日
の
食
事
は
何
を
食
べ
ま
し

た
か
？

　

食
卓
の
様
子
は
昔
と
比
べ
て
随

分
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

売
っ
て
い
る
食
品
を
実
際
に
見

て
回
り
ま
し
た
が
、
添
加
物
は
当

た
り
前
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
ど
ん
な
物
な
の
か
が
詳
し
く
書

か
れ
て
い
ま
す
。
私
達
が
手
軽
さ

を
求
め
た
代
償
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

手
作
り
の
味
の
食
文
化
を
守
る

こ
と
が
子
供
達
を
守
る
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
読
ん
で
失
望
し
て
下
さ
い
。

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は

翌
日
）・
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

おすすめ本

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

ホール催物案内 平成26年11月28日現在

月 日 曜 ホール催し物 開演
時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

12 13 土 嘉島保育園　発表会 9:15(予定) 無料 嘉島保育園 ☎ 237-1016

12 14 日 ピアノ発表会 13:00(予定) 無料 上田音楽教室 ☎ 234-1027

12 20 土 「クリスマス　バレエ　コンサート 2014」 13:00 無料 レイダンススタジオ ☎ 242-4834

12 23 火 かしま太鼓　定期発表会 13:00 無料 かしま太鼓保存会
（嘉島町教委・中村）☎ 237-0937

1 11 日 嘉島町成人式 11:00 嘉島町教育委員会
社会教育課 ☎ 237-0058

1 25 日 スコラカントールム熊本　第 4回コンサート 14:00 2,000円 迫口眞美 ☎ 090-9077-6730

1 31 土 幼光保育園　発表会 9:00 無料 幼光保育園 ☎ 237-0601

2 1 日 鼓心祭　2015 13:30

前売り
1,000円

鼓心会事務所 ☎ 0964-28-7405
当日
1,500円

掛
須　

康
志
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
上
島
）　
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嘉
島
町
の
成
人
式
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

○
日
時

　

１
月
11
日
（
日
）　

11
時
開
式

○
場
所

　

嘉
島
町
民
会
館
ホ
ー
ル

○
内
容

　

式
典
及
び
記
念
写
真
撮
影

○
対
象
者

　

町
内
居
住
及
び
嘉
島
町
出
身
の
方

※
嘉
島
町
に
住
民
票
が
な
い
方
は
、

事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

平成27年嘉島町成人式

年
末
年
始
の

「
ご
み
収
集
」・「
し
尿
汲
取
り
」

　

年
末
年
始
は
各
家
庭
で
ご
み
が
多
量

に
出
る
時
期
で
す
。

　

収
集
日
は
下
記
の
表
の
通
り
と
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
計
画
を
立
て
、
収

集
日
以
外
は
絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

　

み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
気
持

ち
の
良
い
年
の
暮
れ
、
年
明
け
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

○
益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み

の
個
人
搬
入
は
、
12
月
27
日
（
土
）・

28
日
（
日
）・
29
日
（
月
）
は
終
日
９

時
〜
16
時
、
30
日
（
火
）
は
９
時
〜
11

時
ま
で
の
受
入
と
な
り
ま
す
。

　

30
日
は
最
終
日
と
な
る
た
め
、
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
下

さ
い
。

　

年
始
は
１
月
５
日
（
月
）
か
ら
通
常

通
り
の
収
集
に
な
り
ま
す
。

○
し
尿
の
汲
取
り
は
12
月
26
日
（
金
）

が
最
終
日
と
な
り
ま
す
。

　

年
末
の
汲
取
り
は
12
月
19
日
（
金
）

ま
で
に
、
米
満
商
会
（
２
３
７

－

０
１

１
２
）
へ
直
接
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７

－

２
６
１
９

年末年始ごみ収集・し尿汲み取り日程

12 月 20 日
（土）

12 月 21 日
（日）

12 月 22 日
（月）

12 月 23 日
（火）

12 月 24 日
（水）

12 月 25 日
（木）

12 月 26 日
（金）

ごみ収集 休日 休日 通常収集

し尿汲取 休日 休日 通常受入 休日 通常受入

12 月 27 日
（土）

12 月 28 日
（日）

12 月 29 日
（月）

※12 月 30 日
（火）

12 月 31 日
（水）

１月１日
（木）

１月２日
（金）

ごみ収集 個人搬入のみ
（9時～ 16 時）

個人搬入のみ
（9時～ 16 時） 通常収集 通常収集 年末年始休暇

し尿汲取 終日受入 終日受入 年末休暇 年始休暇

１月３日
（土）

１月４日
（日）

１月５日
（月）

１月６日
（火）

１月７日
（水）

１月８日
（木）

１月９日
（金）

ごみ収集 年始休暇 休日 通常収集

し尿汲取 年始休暇 休日 通常受入

注意事項 し尿＝終日受入日：土日関係なく ８：30 ～ 16：30
 　　　通常受入日：（月）～（金） ８：30 ～ 16：30
   （土）　　　　　　８：30 ～ 12：00

 ごみ＝※ 12 月 30 日（火）
 　　　個人搬入９：00 ～ 11：00
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発
表
会

か
し
ま
太
鼓
定
期
発
表
会

　

か
し
ま
太
鼓
保
存
会
の
第
７
回
定
期

発
表
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
県
内
外
で
幅
広
く
活
躍
し
、

全
国
レ
ベ
ル
で
各
種
の
賞
を
受
賞
し
て

い
る
熊
本
市
立
必
由
館
高
校
和
太
鼓
部

の
皆
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
す
。

　

保
存
会
メ
ン
バ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
演
奏

も
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時

　

12
月
23
日
（
火
）
13
時
〜
15
時

○
場
所　

嘉
島
町
民
会
館
ホ
ー
ル

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

か
し
ま
太
鼓
保
存
会

　
　
　
（
嘉
島
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７

－

０
９
３
７

地
域
づ
く
り

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
設
立
準

備
委
員
会
は
ク
ラ
ブ
設
立
に
向
け
、
住

民
の
健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
向
上
と
、

家
庭
で
実
践
で
き
る
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
総
合
型
地

域
ク
ラ
ブ
の
周
知
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

○
開
催
日
時　

平
成
27
年
１
月
24
、
31

日
、
２
月
７
、
14
日
。
20
時
〜
21
時

○
場
所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
（
町
民
会
館
内
）

○
参
加
資
格　

30
歳
以
上
60
歳
ま
で
の

女
性
（
町
内
在
住
者
に
限
る
）

○
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

○
講
師　

ｂ
‐
Ｆ
ｉ
ｔ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
ト
レ
ー
ナ
ー
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

○
参
加
費
用　

１
５
０
０
円

　
（
全
４
回
・
傷
害
保
険
料
含
む
）

○
内
容　

　

第
１
回
「
自
分
の
体
を
知
る
〜
歪
み

を
治
し
て
な
り
た
い
体
へ
」

・
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
講
座

　

歪
み
と
は
？
…
そ
の
他

・
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
を
使
っ
て　

　

セ
ル
フ
ス
ト
レ
ッ
チ

　

第
２
回
「
Ｊ
Ｓ
Ａ
関
節
リ
セ
ッ
ト
」

・
関
節
の
動
き
を
よ
く
す
る
こ
と
で

姿
勢
も
良
く
な
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
体
に

　

第
３
回
「
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン　

ヨ

ガ
」

・
呼
吸
法
と
柔
軟
性
を
ア
ッ
プ
し
、
し

な
や
か
な
体
に

　

第
４
回
「
か
ん
た
ん
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

・
歪
み
を
治
し
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

体
は
運
動
効
果
も
倍
増
、
代
謝
も
ア
ッ

プ
し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
も
大
。

　

気
持
ち
良
い
汗
を
流
す
こ
と
で
、
運

動
の
楽
し
さ
を
実
感
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
設
立
準
備

委
員
会
事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

健　

康
飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
（
税
込
）

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７

－

２
６
１
９

上　

演
人
形
芝
居
「
か
さ
じ
ぞ
う
」

　

台
風
の
影
響
で
延
期
し
て
お
り
ま
し

た
「
劇
団
ぱ
れ
っ
と
」
に
よ
る
人
形
芝

居
を
嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

１
月
12
日
（
月
・
祝
）

必由館高校と共演した一昨年の
第５回定期演奏会

総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
「
か
ら
だ
リ
セ
ッ
ト
健
康
講
座
」
参
加
者
募
集
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10
時
〜
（
１
時
間
程
度
）

○
場
所　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

嘉
島
町
上
六
嘉
９
１
７

○
入
場
料　

無
料

※
交
通
事
故
等
に
は
十
分
気
を
付
け
て

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７

－

０
４
６
４

子
育
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
講
習
会

○
日
時　

１
月
21
日（
水
）９
時
〜
16
時

○
場
所　

子
育
て
ひ
ろ
ば
あ
い
あ
い

　

お
申
込
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
！

《
子
ど
も
が
好
き
な
方
、
地
域
の
力
に

な
り
た
い
方　

大
募
集
！
》

　

嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
子
ど
も
を
預
け
た
い
方
（
利

用
会
員
）
を
応
援
す
る
た
め
に
、
子
ど

も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
方
（
協
力

会
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
協
力
会

員
（
70
歳
く
ら
い
ま
で
の
健
康
な
方
）

は
登
録
制
で
、
預
か
る
子
ど
も
は
生
後

３
か
月
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
で
す
。

子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
も
預
か
る
こ
と

も
で
き
る
両
方
会
員
や
、
利
用
会
員
も

併
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
に
は
、
会
員
登
録
を
し

て
、
講
習
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
講
習

を
受
け
る
に
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

（
予
約
制
の
託
児
あ
り
）

　

活
動
報
酬
は
利
用
会
員
か
ら
協
力
会

員
に
直
接
支
払
わ
れ
ま
す
。

☆
月
〜
金
曜
日　

７
時
〜
19
時
＝
１
時

間
あ
た
り
５
０
０
円

☆
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
早
朝
、
夜
間
、

年
末
年
始
＝
１
時
間
あ
た
り
６
０
０
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
２
３
７

－

５
５
５
９

児
童
扶
養
手
当
法
一
部
改
正

　

こ
れ
ま
で
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な

ど
の
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

平
成
26
年
12
月
以
降
は
、
年
金
額
が
児

童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
方
は
、
そ
の

差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
改
正
に
よ
る
新
た
な
受
給
要
件
の
例

・
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖
父

母
等
が
低
額
の
老
齢
年
金
を
受
給
し
て

い
る
場
合

・
ひ
と
り
親
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
低

額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て

い
る
場
合

・
ひ
と
り
親
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が

死
亡
し
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族
厚

生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合　

な
ど

○
手
続
き

　

新
た
に
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

た
め
に
は
役
場
町
民
課
福
祉
係
へ
申
請

が
必
要
で
す
。

○
支
給
開
始
日

・
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給

開
始
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
公
的
年

金
を
受
給
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
の

う
ち
、
平
成
26
年
12
月
１
日
に
支
給
要

件
を
満
た
し
て
い
る
方
が
、
平
成
27
年

３
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
、
平
成

26
年
12
月
分
の
手
当
か
ら
受
給
で
き
ま

す
。

・
平
成
26
年
12
月
〜
平
成
27
年
３
月

分
の
手
当
は
、
平
成
27
年
４
月
に
支
払

わ
れ
ま
す
。

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
と
は
、
保

護
者
が
就
労
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、

子
ど
も
（
生
後
３
ヶ
月
〜
小
学
校
３
年

生
）
が
病
気
で
自
宅
で
の
保
育
が
困
難

な
場
合
に
専
用
の
保
育
施
設
で
病
気
の

子
ど
も
を
一
時
的
に
預
か
る
子
育
て
支

援
事
業
で
す
。
嘉
島
町
で
は
、
御
船

町
・
甲
佐
町
と
三
町
共
同
で
、
御
船
町

の
施
設
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
利
用
料　

▽
利
用
初
日=

２
千
円

／
１
人
▽
２
日
目
以
降
の
連
続
利
用=

千
円
／
１
人
▽
給
食
費
（
昼
食
・
お
や

つ
）=

３
０
０
円

○
開
所
時
間　

▽
月
〜
金
曜
日=

８

時
〜
18
時
半
▽
土
曜
日=

８
時
〜
13

時※
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
お
盆

を
除
く

　

ご
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

ま
ず
は
、
お
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

御
船
み
る
く
病
児
保
育
室

☎
２
８
２－

２
６
６
８

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら

　

最
近
ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
様
々
な
子
ど

も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
事
件
が
後
を
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絶
ち
ま
せ
ん
。「
地
域
の
子
ど
も
を
地

域
で
守
る
」
こ
れ
が
最
近
の
社
会
で
は

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
も
年
間
に
数
件
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
決
し
て
他
人
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
を
虐

待
か
ら
守
る
た
め
、
社
会
か
ら
虐
待
を

な
く
す
に
は
、
何
が
で
き
る
か
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

○
児
童
虐
待
の
種
類

・
身
体
的
虐
待　

殴
る
、
蹴
る
、
け
が

を
負
わ
せ
る
。
戸
外
に
長
時
間
閉
め
出

す
。
な
ど

・
心
理
的
虐
待　

無
視
、
拒
否
的
な
態

度
を
と
る
。
言
葉
に
よ
る
お
ど
し
、
不

安
を
与
え
る
。
な
ど

・
放
置
や
養
育
拒
否
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

食
べ
物
や
ミ
ル
ク
を
与
え
な
い
。
家
や

車
に
放
置
す
る
。
病
気
な
の
に
医
者
に

見
せ
な
い
。
な
ど

・
性
的
虐
待　

性
的
関
係
の
強
要
。
性

的
い
た
ず
ら
を
す
る
。
性
器
や
性
交
を

見
せ
る
。
な
ど

○
虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら

　

通
告
す
る
の
が
国
民
の
義
務
で
す
。

　

不
自
然
な
傷
跡
や
打
撲
に
よ
る
ア
ザ

が
あ
る
。
服
や
体
が
い
つ
も
汚
れ
て
い

る
な
ど
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
、
ご
自
身
が

出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
に
は
、

た
め
ら
わ
ず
に
児
童
相
談
所
や
役
場
の

窓
口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
、

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の

大
き
な
一
歩
に
な
り
ま
す
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０

－

０
６
４

－

０
０
０

（
24
時
間
つ
な
が
り
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

青
少
年
育
成
優
良
団
体
助
成
金

　

嘉
島
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
は
、

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取

り
組
み
、
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
し
て
い
る
団
体

に
対
し
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
町
民

課
福
祉
係
に
申
請
様
式
を
準
備
し
て
お

り
ま
す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
締
切

　

１
月
23
日
（
金
）
17
時
ま
で

○
助
成
対
象
団
体

　

世
代
間
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
が
伝
統
文
化
の
継
承
や
環
境
保

全
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
幅
広

く
積
極
的
に
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
民
間
の
団
体
を
対
象
と

し
ま
す
。
審
査
会
で
活
動
が
優
れ
て
い

る
と
判
断
さ
れ
た
団
体
に
、
予
算
の
範

囲
内
で
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在

学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭

を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

○
融
資
額　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３

５
０
万
円
以
内

○
金
利　

年
２
・
３
５
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１
・
９
５

％
（
平
成
26
年
10
月
10
日
現
在
）

○
返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

で
検
索
を

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
５
７
０－

０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）　

ま
た
は
０
３－

５
３
２
１－

８
６
５
６

公
売
会
・
税

県
央
地
区
合
同
公
売
会

　

熊
本
県
税
・
市
町
村
税
の
滞
納
に
よ

り
差
し
押
さ
え
た
家
電
・
雑
貨
な
ど
を

公
売
し
ま
す
。

○
日
時　

平
成
27
年
１
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
開
場

○
場
所　

熊
本
県
熊
本
総
合
庁
舎
（
熊

本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
４
‐
３
３
）

○
公
売
方
法　

入
札

○
入
札
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
②
購
入
代
金
③
運
転
免
許
証
等

（
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
）
④
委
任

状
（
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
）
⑤
同

意
書
（
入
札
者
が
未
成
年
の
場
合
）

※
詳
細
は
、
熊
本
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
県
央
広
域
本
部
税
務
部

☎
３
２
５－

３
０
０
１

　
　

役
場
税
務
課
徴
収
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９

税
の
滞
納
は
許
さ
な
い
!!

捜
索
・
差
押
実
施
中
!!

　

税
金
の
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た

動
産
を
公
売
会
で
換
価
し
、
町
の
滞
納

税
に
充
当
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
上
・
下
益
城
郡
合
同
公
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売
会
が
11
月
８
日
、
御
船
町
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
!!

　

１
８
０
人
も
の
来
場
者
が
あ
り
、
嘉

島
町
か
ら
出
品
の
26
点
を
含
む
２
１
５

点
が
公
売
に
か
け
ら
れ
、
１
８
３
点
が

落
札
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）の
申
告

　

嘉
島
町
内
に
、
事
業
の
た
め
に
用
い

る
償
却
資
産
を
所
有
す
る
個
人
や
法

人
・
個
人
事
業
主
は
、
土
地
・
家
屋
と

同
じ
く
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な

り
、
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

①
償
却
資
産
と
は
、
構
築
物
・
機
械
・

器
具
・
工
具
・
備
品
な
ど
で
す
。
事
業

用
に
用
い
る
も
の
は
課
税
対
象
で
す
が
、

家
庭
用
と
し
て
用
い
る
も
の
は
対
象
外

で
す
。
農
家
の
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
で
軽
自
動
車
税
が
課
税
し
て

あ
る
も
の
も
対
象
外
で
す
。
リ
ー
ス
資

産
に
関
し
て
は
、
通
常
リ
ー
ス
会
社
が

申
告
し
ま
す
の
で
対
象
外
で
す
。

②
事
業
と
は
、
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い

る
場
合
を
除
き
、
商
工
業
・
農
林
漁

業
・
医
師
や
弁
護
士
な
ど
で
、
独
立
し

て
経
営
し
て
い
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

③
毎
年
１
月
１
日
の
所
有
者
に
対
し
て

課
税
さ
れ
、
そ
の
年
の
１
月
31
日
ま
で

に
申
告
が
必
要
で
す
。

④
償
却
資
産
の
合
計
価
格
が
１
５
０
万

円
未
満
の
場
合
は
免
税
と
な
り
ま
す
が
、

資
産
の
多
少
に
係
わ
ら
ず
申
告
が
必
要

で
す
。

※
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
申
告

書
は
、
12
月
下
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－
２
６
３
９

太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る
課
税

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
発
電
設
備
は
、

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
対
象
と

な
り
、
次
の
と
お
り
申
告
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
個
人
（
住
宅
用
）

　

10
ｋ
Ｗ
以
上
の
発
電
量
を
全
量
売
電

す
る
場
合
は
、
償
却
資
産
の
申
告
が
必

要
で
す
。
余
剰
売
電
や
売
電
し
な
い
場

合
は
事
業
用
資
産
と
な
ら
な
い
た
め
、

償
却
資
産
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
法
人
・
個
人
事
業
主

　

事
業
用
資
産
と
み
な
し
ま
す
の
で
、

売
電
し
な
い
場
合
で
も
償
却
資
産
の
申

告
が
必
要
で
す
。

◆
税
制
優
遇
措
置

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
の
適
用

を
受
け
る
た
め
の
経
産
大
臣
の
認
定
を

受
け
た
太
陽
光
発
電
設
備
に
は
、
固
定

資
産
税
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

年
度
か
ら
３
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

限
り
、
課
税
標
準
を
、
課
税
標
準
と
な

る
べ
き
価
格
の
３
分
の
２
に
軽
減
す
る

措
置
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９

電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
は
お

済
み
で
す
か

　

電
子
証
明
書
と
は
、
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（e-T

ax

）

及
び
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

（eLT
A
X

）
を
は
じ
め
と
し
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行
政
手
続
を
行

う
際
に
、
本
人
確
認
の
役
割
を
果
た
す

も
の
で
す
。

　

有
効
期
限
は
発
効
日
か
ら
３
年
で
す
。

期
限
間
近
の
方
や
既
に
期
限
を
過
ぎ
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
の
更
新

手
続
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.

jpki.go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
更
新
手
続
に
は
本
人
確
認
用
書
類
の

ほ
か
、
発
行
手
数
料
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４
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平
成
27
年
度
よ
り
軽
自
動
車
税

の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　

地
方
税
法
改
正
に
よ
り
、
軽
自
動
車

税
の
税
率
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

○
原
動
機
付
自
転
車
及
び
二
輪
車
等

　

平
成
27
年
度
分
よ
り
改
正
後
の
標
準

税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
四
輪
以
上
及
び
三
輪
の
軽
自
動
車

・
軽
四
輪
車
等
（
三
輪
以
上
の
軽
自
動

車
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
４
月
１

日
以
後
に
最
初
（
新
車
）
の
新
規
検
査

を
受
け
る
も
の
か
ら
改
正
後
の
標
準
税

率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
に
最
初
の
新
規
検

査
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
現
行
の

標
準
税
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

・
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

最
初
（
新
車
）
の
新
規
検
査
か
ら
13
年

を
経
過
し
た
軽
四
輪
車
等
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
よ
り
改
正
後
の
標
準
税
率

が
約
20
％
増
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－
２
６
３
９

公
的
年
金
収
入
の
あ
る
方
の

確
定
申
告

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４
百
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年

金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額

が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て

確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

①
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
還

付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
（
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
）。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
東
税
務
署

☎
３
６
９－

５
５
６
６

　
　
　
　
　
　
　
　

※
自
動
音
声
案
内

復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
、

復
興
特
別
所
得
税
（
原
則
と
し
て
各
年

分
の
所
得
税
額
の
２
・
１
％
）
を
所
得

税
と
併
せ
て
申
告
・
納
付
す
る
こ
と
と

車種区分
標準税率

現行 改正後

原
付

50cc 以下 1,000 円 2,000 円

50cc 超 90cc 以下 1200 円 2,000 円

90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円

車種区分
標準税率

現行 改正後

軽二輪（125cc 超 250cc 以下） 2,400 円 3,600 円

小型二輪（250cc 超） 4,000 円 6,000 円

小型特殊　農耕用 1,600 円 2,400 円

小型特殊　その他 4,700 円 5,900 円

車種区分
標準税率

重課税率
現行 改正後

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪
以上

乗　用
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨物用
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円
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さ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

「
復
興
特
別
所
得
税
額
」
欄
の
記
載
漏

れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
還
付
申
告
の
方
も
含
め
、
申
告
さ
れ

る
す
べ
て
の
方
に
つ
い
て
「
復
興
特
別

所
得
税
額
」
欄
の
記
載
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp/

）
の
「
個

人
の
方
に
係
る
復
興
特
別
所
得
税
の
あ

ら
ま
し
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄

り
の
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
東
税
務
署

☎
３
６
９－

５
５
６
６

　
　
　
　
　
　
　
　

※
自
動
音
声
案
内

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

12
月
17
日
（
水
）　

弁
護
士

　

平
成
27
年
１
月
28
日
（
水
）
弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

犯
罪
被
害
者
等
相
談

　

熊
本
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

犯
罪
等
の
被
害
者
や
そ
の
家
族
・
遺
族

に
対
し
て
、
精
神
的
ケ
ア
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、
社
会
全
体
の
被
害
者
支
援

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
被

害
者
の
被
害
回
復
や
軽
減
を
図
る
た
め

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
電
話
相
談　

☎
３
８
６

－

１
０
３
３

　

受
付
時
間
10
時
〜
16
時
（
平
日
の
み
）

○
面
接
相
談

　

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
相
談
・
支
援
無
料

○
相
談
内
容

　

法
律
相
談
…
随
時
、
相
談
時
間
30
分

　

心
理
相
談
…
随
時
、
相
談
時
間
１
時

　
　
　
　
　
　

間

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

（
公
社
）
熊
本
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
８
６－

０
３
３
７

あ
な
た
を
守
る
！

消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問

題
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料
法
律

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２

－

３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２

－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７

－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４

－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７

－

７
２

－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

無
料
登
記
相
談
所
（
予
約
制
）

　

熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無
料
の
登

記
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、

土
地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・
相
続

等
の
登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
熊

本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

１
月
８
日
（
第
２
木
曜
日
）

　

10
時
〜
16
時
（
12
時
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
２
階
相
談
室

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４

－

２
１
４
５

　

音
声
案
内
②
↓
①
↓
②
を
押
し
、
御

船
相
談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

も
の
づ
く
り
人
材
育
成
相
談

　

県
は
、産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、専
門
的
知
識
を
持
っ
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
無
料
で
も
の
づ
く
り

に
係
る
人
材
育
成
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
８
９－

２
４
３
８

　
　

http://w
w
w
.km
t-ti.or.jp/job

募
集
・
試
験
・
調
査

新
春
５
人
制
サ
ッ
カ
ー
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

サ
ッ
カ
ー
愛
好
者
に
よ
る
５
人
制
の

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

１
月
25
日
（
日
）
９
時
開
会

○
場
所　

嘉
島
町
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場

○
参
加
資
格

　

中
学
生
以
上（
男
女
不
問
）。
１
チ
ー
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ム
５
〜
10
名
（
う
ち
代
表
者
１
名
）

　

参
加
チ
ー
ム
数
を
12
チ
ー
ム
以
内
と

す
る
た
め
、
受
付
順
に
決
定
。

○
参
加
申
込
期
間

　

１
月
５
日
（
月
）
〜
１
月
19
日
（
月
）

　
（
閉
庁
日
を
除
く
８
時
半
〜
17
時
）

○
参
加
料

　

３
０
０
０
円　

※
申
込
時
に
納
入

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
体
育
協
会
サ
ッ
カ
ー
部

　
　
　

杉
本
・
藤
田

　
　
　
（
嘉
島
町
役
場
建
設
課
内
）

☎
２
３
７－

２
５
９
７

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
１
学

期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で

す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信

制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
３
月
20
日
ま
で
。
資
料

を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
請
求
先
】

　
　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
１－

０
８
６
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

○
試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
第
一
類

〜
第
六
類
、
丙
種

○
試
験
日　
　

２
月
14
日
（
土
）

○
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

１
月
５
日
（
月
）
〜
１
月
14
日
（
水
）

・
電
子
申
請

　

１
月
２
日
（
金
）
〜
１
月
11
日
（
日
）

○
試
験
地　

熊
本
市

　

受
験
願
書
等
は
、
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
、

熊
本
県
下
消
防
本
部
及
び
熊
本
県
総
務

部
市
町
村
・
税
務
局
消
防
保
安
課
に
配

置
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

　

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

☎
３
６
４－

５
０
０
５

工
業
統
計
調
査

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が

あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。
調
査
結
果
は
、

中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基

礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
日
は
平
成
26
年
12
月
31
日
で
す
。

調
査
対
象
事
業
所
の
方
の
調
査
へ
の
ご

回
答
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
統
計
調
査
課

☎
３
８
３－

１
１
１
１

環　

境
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
機
器
等
の
適
正
処
理

　

有
害
物
質
で
あ
る
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ

ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）
は
昭
和
30
年
代
か
ら

40
年
代
に
か
け
て
変
圧
器
や
コ
ン
デ
ン

サ
な
ど
の
受
電
機
器
を
中
心
に
広
く
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
49
年
に

製
造
禁
止
と
な
り
事
業
者
の
も
と
で
長

く
保
管
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
を
は
じ
め
自
治
体
、
事

業
者
が
協
力
し
、
順
次
処
理
が
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む

電
気
機
器
を
使
用
又
は
保
管
し
て
い
る

と
き
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
基
づ
き

届
け
出
が
必
要
で
す
。
あ
な
た
の
事
業

所
の
電
気
室
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
、
倉
庫

な
ど
を
点
検
し
て
下
さ
い
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
の
有
無
は
、
大
阪
府
を

は
じ
め
機
器
メ
ー
カ
ー
や
日
本
環
境
安

全
事
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
判
別
で

き
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
有
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
届
け

出
る
と
と
も
に
、
適
正
に
保
管
、
処
理

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６
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そ
の
他
の
請
求
権
な
ど

・
１
年
〜
レ
ン
タ
ル
代
金
、
飲
食

代
、
宿
泊
代
、
運
送
賃
な
ど

・
６
か
月
〜
小
切
手
債
権
（
小
切

手
所
持
人
の
債
務
者
に
対
す
る
遡

及
権
、
債
務
者
の
再
遡
及
権
）
債

権
が
行
使
さ
れ
な
い
状
態
が
継
続

す
る
こ
と
が
消
滅
時
効
の
要
件
な

の
で
、
請
求
さ
れ
た
り
、
債
務
を

承
認
し
た
り
す
る
と
時
効
の
進
行

は
中
断
し
ま
す
。

●
時
効
の
援
用

　

時
効
は
、
時
効
で
あ
る
こ
と
を
主

張
す
る
ま
で
、
そ
の
効
果
は
発
生
し

ま
せ
ん
。
時
効
の
主
張
を
す
る
こ
と

を
『
時
効
の
援
用
』
と
い
い
ま
す
。

　

判
例
で
は
、
時
効
を
援
用
す
る
前

に
債
務
を
承
認
し
た
り
債
務
の
一
部

を
支
払
っ
た
り
す
る
と
、
原
則
と
し

て
時
効
の
利
益
を
放
棄
し
た
も
の
と

扱
わ
れ
、
そ
の
後
の
援
用
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

長
い
間
、
借
金
を
払
わ
ず
に
い
た

と
こ
ろ
、
突
然
の
連
絡
を
受
け
て
一

部
を
返
済
し
た
り
債
務
を
承
認
し
た

り
す
る
と
消
滅
時
効
を
援
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
上
益

城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
（
22

ペ
ー
ジ
参
照
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
契
約
を
め
ぐ
る
基
礎
知
識
》

見
守
り
新
鮮

情
報
12
月
号

高
額
療
養
費
制
度
が
平
成
27
年
１
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
！

　

国
民
健
康
保
険
制
度
改
正
に
伴
い
、

平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
高
額
療
養
費

の
所
得
区
分
が
細
分
化
さ
れ
、
自
己
負

担
限
度
額
（
月
額
）
が
変
更
に
な
り
ま

す
。

　

変
更
に
な
る
の
は
、
70
歳
未
満
の
上

位
所
得
者
世
帯
及
び
一
般
世
帯
で
す
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。

〔平成 26年 12月以前の自己負担限度額〕

所得区分 ３回目まで ４回目以降

Ａ 上位所得者 旧ただし書所得
600万円超

150,000 円
＋（医療費－ 500,000 円）×１％ 83,400 円

Ｂ 一　　般 旧ただし書所得
600万円以下

80,100 円
＋（医療費－ 267,000 円）×１％ 44,400 円

Ｃ 住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

〔平成 27年１月以降の自己負担限度額〕

所得区分 ３回目まで ４回目以降

ア 旧ただし書所得 901万円超 252,600 円
＋（医療費－ 842,000 円）×１％ 140,100 円

イ 旧ただし書所得
600万円超～ 901万円以下

167,400 円
＋（医療費－ 558,000 円）×１％ 93,000 円

ウ 旧ただし書所得
210万円超～ 600万円以下

80,100 円
＋（医療費－ 267,000 円）×１％ 44,400 円

エ 旧ただし書所得
210万円以下 57,600 円 44,400 円

オ 住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

※旧ただし書所得とは、総所得金額等から基礎控除額 33万円を控除した額です。
※ 過去 12ヶ月間にひとつの世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合、４回目以降は限度
額が変わります。

●
消
滅
時
効
と
は

　

時
効
は
、
継
続
し
た
一
定
の
事
実

状
態
を
権
利
関
係
と
し
て
認
め
る
制

度
で
す
。
債
権
が
一
定
の
期
間
、
請

求
等
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
債

権
は
消
滅
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
時
効
期
間
と
中
断

　

消
滅
時
効
が
完
成
す
る
一
定
の
期

間
は
、
債
権
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

※　

債
権
の
例

・
10
年
〜
民
事
一
般
債
権
（
個
人

間
の
売
買
・
貸
付
な
ど
）、
確
定

判
決
等
（
裁
判
上
の
和
解
・
調
停

な
ど
）

・
５
年
〜
商
事
債
権
（
商
行
為
に

よ
り
生
じ
た
債
権
、
企
業
間
の
商

取
引
、
会
社
が
行
う
貸
付
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
債
権
な
ど
）、
定
期
給
付

債
権
（
家
賃
、
地
代
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受

信
料
な
ど
）
※
医
師
、
弁
護
士
等

は
商
行
為
に
該
当
せ
ず

・
３
年
〜
医
師
、
助
産
師
、
薬

剤
師
の
債
権
（
土
木
建
築
工
事
の

請
負
代
金
、
自
動
車
修
理
代
金
な

ど
）、
工
事
業
者
の
債
権
、
不
幸

行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
、

手
形
債
権
な
ど

・
２
年
〜
小
売
業
者
の
商
品
代
金
、

学
校
や
塾
、
け
い
こ
事
の
授
業
料

や
月
謝
、
労
働
者
の
賃
金
（
退
職

手
当
を
除
く
）、
災
害
労
働
補
償
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平成27年度認可保育所入所申込案内

　平成27年度の認可保育所の入所申込受付を開始します。平成27年4月から平成28年3月まで
の間に入所を希望される方は、役場町民課又は町内の保育所に備え付けてある入所申込書等
を受付期間内に提出してください。
　現在入所中の方や平成26年度入所の申し込みをして入所待機中の方も、再度お申し込みが
必要です。
また、育児休業明け等の理由で、平成27年度の途中（5月以降）から入所を希望される方も必
ず申し込んでください。（出産予定・転入予定でも申込できます。）
　在園児については保育所から申込書を配布しますので、保育所に申し込んでください。
　なお、来年度より子ども・子育て支援新制度がスタートするため、例年と異なる点が多数
あります。詳細については、町ホームページに掲載の「保育所入所申込案内」をご覧ください。

★受付期間……平成 27 年 1 月 8 日（木）まで
★受付場所……役場町民課福祉係（土日祝日・年末年始は除く。）
★入所基準…… 来年度から入所基準が変更になります。保育所へ入所できる児童は、嘉島町

にお住まいで次のいずれかに該当することが必要です。これまで、保護者以
外にその家庭に児童の保育が出来る人（同居の70歳未満の祖父母等）がいる
場合は入所できないこととなっておりましたが、両親以外の保育の可否状況
は問わないこととなりました。（ただし、選考順位には加味されます。）

　① 就労（就労時間：月48時間以上）
　② 妊娠、出産
　③ 保護者の疾病、障害
　④ 同居又は長期入院等している親族の介護・看護
　⑤ 災害復旧
　⑥ 求職活動（起業準備を含む）
　⑦ 就学（職業訓練校等における就業訓練を含む）
　⑧ 虐待やＤＶのおそれがあること
　⑨ 育児休業取得中に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること
　⑩ その他、上記に類する状態にあると町長が認める場合

★保 育 料…… 来年度より保育料の算定方法が変更されます。児童の年齢と、児童の父母の町
民税の課税状況に応じて算定します。なお、父母の収入が著しく低い場合は、
同居の家族の中で所得の一番高い方で算定する場合があります。同時入所軽減
等の減額措置もあります。

★面　　接…… 申し込まれた方、全員と面接を行います。（平成27年2月中旬頃予定）
★そ の 他…… 児童の心身発育でご心配な点がある方は、申込前に町民課福祉係までご相談下

さい。

【町内認可保育所概要】（平成26年12月1日現在）

保育所名 所在地 電話番号 定員 ０歳
受入月齢

保育時間
（延長保育含む） その他

幼光保育園 鯰 1177‒4 237‒0601 120 人 3 ヶ月～ 7：00 ～ 19：00 一時保育あり

嘉島保育園 上島 925‒1 237‒1016 180 人 6 ヶ月～ 7：00 ～ 19：00

定員を超える申し込みがあった場合は、選考基準に基づき、保育の必要度が高い順に入所を決定します。
　≪お問い合わせ先≫　町民課福祉係　　☎ 237-2576（直通）
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〔発行者〕御船警察署・御船地区防犯協会連合会（電話 282-1110　内線 261 ～ 264）

　

万
引
・
乗
物
盗
は

　
　
　
　

引
き
続
き
減
少

　
　
　
　
　
　
　
（
前
年
同
月
比
）

　

交
通
事
故
発
生
件
数
は
69
件
。

　

刑
法
犯
は
、
万
引
き
は
前
年
同
月
比

16
件
減
、
乗
り
物
盗
（
自
転
車
盗
０
件
、

オ
ー
ト
バ
イ
盗
０
件
）
が
同
18
件
減
と

大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

12 月 の納税等 １ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税 ④期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑧期
介護保険料
保　育　料   12月分
下水道使用料   11月分
納期限日（口座振替日）
　　平成26年12月25日（木）

町県民税 ④期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑨期
介護保険料
保　育　料     １月分
下水道使用料   12月分
納期限日（口座振替日）
　　平成27年２月２日（月）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

12月24日 　
１月14日 　

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 26年11月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H26.11 11 58 0 0 4 0 0 0

H26 累計 95 639 2 1 30 14 3 12

前年比 +9 -27 ± 0 +1 -16 +4 -7 -11

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H26.11 24 188 0 0 4 0 0 1

H26 累計 253 1884 17 1 35 38 6 26

前年比 -53 -103 -3 -5 -29 -22 -21 -19

安全で安心して暮らせる　
　　　　　　街をめざして
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 現 状
　犯罪被害者等は、犯罪などによる直接的な被害
だけでなく、被害後に生じる精神的な被害や治療
費の支出などに伴う経済的な被害を受けています。
　また、近隣住民等周囲の人々の言動や報道機関
による取材及び報道により二次的被害を受ける場
合があり、更に苦しんでいる状況にあります。

 課 題
●二次的被害の防止、軽減及び回復並びに再被害
の防止に向けた取組み

●犯罪被害者等の人権が尊重される社会環境の醸
成に向けた取組み　など

 現 状

　平成14年９月に平壌で行われた日朝首脳会談
で、北朝鮮側が初めて当局による日本人の拉致を
求め、平成24年１月時点で、政府認定の日本人
拉致被害者17人のうち、５人とその家族は帰国
が実現しましたが、残りの人々については、安否
不明のままであり、拉致問題は、人間の尊厳、人
権及び基本的自由に対する重大な侵害となってい
ます。

 課 題
●拉致問題に対する関心と認識を深めるための
啓発活動への取組み　など

 現 状
　インターネットが急速に普及する中、その匿名性
を悪用して、他人を誹謗中傷する、差別を助長する
ような情報を載せる、あるいはプライバシーにかか
わる情報を公開するなどの行為がみられます。
　また、インターネットや携帯電話の児童生徒への
普及に伴い、ネット上の掲示板や電子メールを利用
したいじめ、出会い系サイト、ソーシャルネットワー
キングサービスなど、様々なコミュニケーションサ
イトに関係したトラブルや被害が発生しています。

 課 題
●情報モラル・情報セキュリティ・情報リテラシー
の向上のための取組み　など

 現 状
　様々な人権課題として、以下のような課題があ
ります。
○アイヌの人々の人権　○ホームレスの人権
○性同一障がい・性的指向をめぐる人権
○刑を終えて出所した人等の人権
○社会状況の変化などに伴い新たに発生する人権問題

 課 題
●それぞれの問題に対する理解・認識と偏見や差
別の解消に向けた啓発活動への取組み

犯罪被害者等の人権

拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害

人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その273〕

　
「
子
ど
も
の
人
権

　
　
　
　

を
守
る
こ
と
」

　

今
年
６
月
、
神
奈
川
県
厚
木
市

で
白
骨
化
し
た
５
歳
児
が
発
見
さ

れ
た
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

死
因
は
餓
死
。
理
由
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
餓
死
に
至
っ
た
原
因
は

育
児
放
棄
で
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
に
は
、
２
歳
の
息

子
を
エ
ア
ガ
ン
で
撃
っ
て
大
け
が

を
さ
せ
た
と
し
て
福
山
市
の
男

が
逮
捕
、
さ
ら
に
、
熊
本
県
で

も
、「
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
か

ら
」
と
い
う
理
由
で
１
歳
の
娘
を

火
の
つ
い
た
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
座

ら
せ
る
と
い
う
耳
を
疑
う
事
件
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
件
は
ほ
ん
の
一
部

で
、「
児
童
虐
待
」
と
い
う
言
葉

も
最
近
で
は
決
し
て
珍
し
い
も
の

で
は
な
く
、
残
念
な
こ
と
に
日
常

的
に
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
身
体
的
虐
待
、
性
的
虐

待
、
養
育
放
棄
、
心
理
的
虐
待
等
、

様
々
な
形
で
子
ど
も
た
ち
が
身
勝

手
な
大
人
か
ら
苦
し
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
少
し
で
も

な
く
す
た
め
に
、
平
成
16
年
に

「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
」
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
は
、
児
童
虐
待
を

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
虐
待
と
思
わ
れ
る
児

童
を
発
見
し
た
と
き
も
児
童
相
談

所
等
に
速
や
か
に
通
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
児
童
の
虐

待
に
至
る
根
本
的
な
原
因
は
、
大

人
が
子
ど
も
の
人
権
を
無
視
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

１
９
８
９
年
に
国
連
が
「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」
を
採
択
し
、

ま
も
な
く
日
本
も
批
准
し
ま
し

た
。
こ
の
中
に
は
「
生
き
る
権

利
」、「
守
ら
れ
る
権
利
」、「
育
つ

権
利
」、「
参
加
す
る
権
利
」
と
い

う
４
つ
の
柱
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
生
き
る
権
利
」
と
は
健
康
に
生

ま
れ
、
栄
養
や
水
を
十
分
に
与
え

ら
れ
て
健
康
に
成
長
す
る
権
利

で
す
。「
守
ら
れ
る
権
利
」
と
は
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
や
虐
待
、
搾
取
か

ら
守
ら
れ
る
権
利
の
こ
と
で
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
の
成
長
は
、

子
ど
も
を
一
人
の
人
間
と
し
て
そ

の
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
た
ち
大
人

の
責
任
で
す
。

人権の重要課題の現状 等

様々な人権課題

インターネットによる人権侵害

（熊本県人権教育、啓発基本計画より）
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って
食育推進シリーズ

あさりとコーンの和風チャウダー
〈材料〉 （2人分）
玉ねぎ 100g
人参 35g
しめじ 40g
サラダ油 大さじ１弱
ホールコーン 50g
だし汁 100ml
（昆布・花かつお） 
あさり（むき身） 90g
豆乳 200ml
片栗粉 大さじ１／４
水 大さじ１／２
塩コショウ 少々
パセリ（みじん） 小さじ１／２

①たまねぎは角切りに、にんじんは薄めのいちょう切
りにする。しめじは石づきをとり、１cmの長さに切
る。
②鍋にサラダ油を熱し、①の野菜を炒める。水切りし
たコーン、だし汁を加えて、野菜に火が通るまで10
分程度煮る。
　あさり、豆乳を加えてふつふつしたら、水溶き片栗粉
を加えてとろみをつけ、塩コショウで味を調える。
③器に盛り付け、パセリをふる。
（エネルギー132kcal、塩分1.2g）

あさりの旨みと野菜の甘味で
　　　　　　　　マイルドな味に♪
かぼちゃのきんぴらも少量のしょうゆ
で味付けすることでかぼちゃの甘味が
アップします。

かぼちゃのきんぴら
〈材料〉 （2人分）

かぼちゃ 120g

にんじん 35g

ピーマン 15g

サラダ油 小さじ１

酒 小さじ１

しょうゆ 小さじ１弱

白ごま 小さじ１

①かぼちゃ、にんじん、ピーマンは千切りに
する。

②フライパンにサラダ油を熱し、にんじんを
さっと炒め、かぼちゃを加え、酒をふり入
れ蓋をし、かぼちゃに火が通ったらピーマ
ンを加える。

③しょうゆで味を調えて、器に盛り付け、白
ゴマをふる。

※お好みで七味唐辛子をかけてもおいしく召し上が
れます。

（エネルギー99kcal、塩分 0.5g）

☝今夜のおかずにもう一品♪

嘉島町食生活改善推進員協議会

親子でつなぐ（幼児期からの正しい食生活）
大人につなぐ（減塩と野菜摂取で生活習慣病予防）
高齢者につなぐ（低栄養とロコモ予防で元気に長生き）
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   Winter is Coming
　It seems fast but winter is already upon us. 
Luckily, I like cold weather, and since this is my 
fi rst winter in Japan, I’m looking forward to it.
　As I mentioned last month, Halloween is 
my favorite holiday, so I was very happy to 
celebrate with my friends in Japan! I decided to 
make an elaborate, scary costume this year. I 
chose to be a scary doll and used lots of makeup. 
It was fun, but it took a lot of practice. I think 
it turned out pretty scary.
　I got to go to a few diff erent Halloween 
events this year. One was in Kashima, hosted 
by another English teacher named Ami. She 
kindly invited me to talk about Halloween with 
Japanese children who are studying English. It 
was very cool! I got to see some of my students 
from middle school and high school there, and 
they all wore costumes. We played games and 
listened to English speeches, and we even went 
Trick-or-Treating!
　I went to another Halloween event in 
Kumamoto City on November fi rst. A group 
called DORO held a big party where Japanese 
people and foreigners can meet each other. 
Because it was a holiday, they had a big parade. 
We wore our costumes and walked through 
Kamitori and Shimotori. We even handed out 
candy! It was so much fun, and I’m glad I got 
to experience Halloween in Japan.

冬がきます
　早いもので、もうすぐ冬がやってきます。でも
私は、寒い気候が好きで、日本の冬を見るのが初
めてなので、楽しみに待っていました。
　先月お話していたように、ハロウィーンが私の
一番好きな休日なので、日本で友達と祝うことが
できて嬉しかったです！今年は、すごく怖い衣装
を作りました。怖い人形の衣装を選んで、たくさ
ん化粧もしました。楽しかったけど、たくさん練
習をしなくてはいけませんでした。皆とても怖
かったと思います。
　色々なハロウィーンのイベントにも行きました。
最初は、嘉島町で英会話の先生をしているアミ先
生のパーティーでした。そこで英語を勉強してい
る日本人の子供達とハロウィーンについて話すた

め、アミ先生は私を招待してくださいました。仮
装した嘉島町の小中学生に会いました。格好良
かったです！一緒にゲームをしたり、英語の発表
を聞いたり、トリック・オア・トリートをしたり
しました。
　11 月１日には、熊本市のハロウィーンイベン
トへ行きました。外国人との交流の場を企画する
「熊本国際交流DORO」というグループが大きな
パーティーを開催しました。休日だったので、パ
レードがあり、仮装して上通りと下通りを歩きま
した。そしてお菓子をあげました！とても楽し
かったです。ハロウィーンの時に日本にいること
ができて良かったです。

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

熊本市のハロウイーンイベントで。
（右がシャーロット）
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空しく流水の声を聞く

岡部ぬい子さん
（鯰）

冨永　千里さん（北甘木）

し
の
の
め
の
空
を
背
に
負
う
飯
田
山
い
ま
に
も
今
日
の
陽
を
押
し
挙
ぐ
か 

稲
井
千
代
乃

乾
き
た
る
藁
の
香
甘
し
刈
り
後
の
田
に
か
す
か
な
る
北あ

な

ぜ

西
風
の
吹
き
て 

北
澤
喜
美
子

「
風
見
ゆ
る
丘
公
園
」
に
腰
か
け
て
時
か
け
て
吹
く
風
を
待
ち
を
り 

栗
﨑　

房
子

湧
水
の
岸
辺
に
遊
ぶ
糸
と
ん
ぼ
夫
と
な
ら
ん
で
草
刈
り
始
む 

栗
﨑　

廉
子

足
下
の
毛
布
さ
ぐ
り
て
引
き
寄
せ
る
上
下
左
右
お
か
ま
い
な
し
に 

工
藤　

明
子

庭
先
に
炭
火
お
こ
し
て
初
秋
刀
魚
眼

ま
な
こ

の
藍あ

お

き
大
ぶ
り
を
焼
く 

境　
　

益
代

小
吉
の
み
く
じ
畳
み
て
境
内
の
樹
の
枝
に
結
ぶ
背
の
び
し
な
が
ら 

榊
原
レ
イ
子

ス
テ
ッ
キ
を
つ
き
て
外そ

と
で出
は
素
敵
な
り
蜻と

ん
ぼ蛉
が
ふ
た
つ
真
向
か
ひ
て
来
る 

立
石　
　

史

庭
に
生
る
む
か
ご
の
佃
煮
で
き
ま
し
た
お
味
は
い
か
が
と
お
茶
受
け
に
出
す 

津
出
ト
ヨ
子

ぼ
ん
や
り
と
褐
色
の
月
浮
か
ば
せ
て
異
界
の
ご
と
し
今
日
の
夜
空
は 

三
池　

淑
恵

伏
し
い
れ
ば
枕
元
ま
で
猫
の
来
て
鼻
ふ
る
わ
せ
て
覗
き
込
み
た
り 

本
住　

晴
美

満
田　

實
子
さ
ん
（
上
島
）



広報かしま2014.12

31

　

師
走
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
１
年
が
過
ぎ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
年
は
、
町
民
会
館
の

開
館
、
総
合
運
動
公
園
多
目
的
競
技
場
の
完
成

と
、
嘉
島
町
に
と
っ
て
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
拠
点
が
整
っ
た
記
念
の
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
は
東
京
で
、
全
国
町
村
長
大
会
や
国
保

制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
な
ど
各
種
大
会
が
続

き
ま
し
た
。
12
月
の
政
府
予
算
編
成
を
控
え
て

の
開
催
で
し
た
が
、
思
い
が
け
な
く
衆
議
院
解

散
、
総
選
挙
に
な
り
、
各
省
庁
へ
の
予
算
要
望

は
年
も
押
し
詰
ま
っ
た
12
月
25
、
26
日
に
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
例
年
に
な
く
慌
た
だ
し

い
年
の
瀬
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

今
年
は
暖
冬
傾
向
と
い
う
予
報
で
し
た
が
、

12
月
に
入
っ
て
本
格
的
な
寒
さ
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
皆
様
、
体
調
に
留
意
さ
れ
、
良
い
お
年

を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

意

輪

　

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　

平
成
26
年
11
月
20
日
現
在

一　

般　

寄　

付

11月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日　・第20回くまもと物産フェア
２日　・嘉島町消防団非常呼集訓練
３日　・嘉島町文化祭
　　　・嘉島町功労者表彰式
　　　・結党50年記念“公明党政経セミナー”
　　　・「まち・ひと・しごと創生」に関する「要望聴取の会」
４日　・庁内常会及び課長会議
　　　・熊本県農村計画課及び土地改良事業団体連合会来庁応対
　　　・第４回熊本県子ども・子育て会議
　　　・西日本電信電話（株）「お客様に感謝する夕べ」
５日　・熊本県建築課来庁応対
　　　・熊本県防犯協会連合会臨時総会
　　　・上益城消防組合管理者会議
６日　・農業委員会来庁応対
　　　・熊本青年会議所来庁応対
７日　・自治労熊本県本部要請活動応対
８日　・第10回人権を考える町民の集い
９日　・ジョイフルスポーツかしま2014
10日　・課長会議
11日　・地下水と土と安全な農産物を考えるキックオフシンポジウム
12日　・嘉島町特別職報酬等審議会
　　　・地下水・土をはぐくむ農業推進県民会議発足式
　　　・全日本同和会熊本県連合会指導者研修会
13日　・熊本県財産審議会
14日　・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
　　　・九州財務局来庁応対
　　　・御船地区衛生施設組合管理者会議及び議会
　　　・課長会議
16日　・下六嘉コミュニティーセンター落成式
18日　・特別講演及び全国治水砂防促進大会
　　　・全国町村会正副会長会及び理事会
　　　・「町村の振興を考える会」意見交換会
19日　・南九州西回り自動車道建設促進建設大会
　　　・全国町村長大会
　　　・簡易水道関係政府予算の確保に関する要望活動
20日　・第59回簡易水道整備促進全国大会
　　　・国保制度改善強化全国大会
21日　・嘉島町婦人会来庁応対
　　　・熊本県土地改良事業団体連合会理事会
　　　・第２回熊本県後期高齢者医療広域
　　　　連合定例会及び全員協議会
　　　・熊本県町村会会議
　　　・課長会議
22日　・部落解放第28回熊本県研究集会
24日　・熊本県社会福祉協議会第３回理事会
25日　・農業農村整備の集い

26日　・土地改良事業団体連合会九州協議会要請活動等
　　　・特別講演及び治水事業促進全国大会
27日　・熊本市企画振興局長来庁応対
　　　・嘉島町都市計画審議会
　　　・全国町村会行政委員会視察研修
28日　・議会運営委員会

議長を務めた国保制度改善強化全国大会

農業農村整備の集い

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下

さ
い
。」
と
香
典
返
し
に
代
え
て

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

吉
田　

雄
大　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

清　

様

　

坂
崎　

友
子　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

博　

様

福
山　

孝
之　

様
（
井
寺
）

　
　

亡　

ス
ヱ
メ　

様

井
芹　

功　
　

様
（
下
六
嘉
）

　
　

亡　

惠
子　

様

吉
田　

孝
康　

様
（
甲
佐
町
）

　
　

亡　

敏
雄　

様

髙
宮　

カ
オ
ル　

様
（
菊
陽
町
）

　
　

亡　

大
森　

千
鶴
子　

様

木
村　

至　
　

様
（
下
仲
間
）

　
　

亡　

敏
江　

様



12 月 14 日（日） のぐち皮ふ科医院（嘉島町） ☎ 237－4112
12 月 21 日（日） 榊田外科医院（御船町） ☎ 282－6363
12 月 23 日（火・祭）藤岡医院（御船町） ☎ 282－0405
12 月 28 日（日） 西村病院（嘉島町） ☎ 237－1551
12 月 29 日（月） 熊本回生会病院（嘉島町） ☎ 237－1133
12 月 30 日（火） 御船クリニック（御船町） ☎ 282－0106
12 月 31 日（水） 泰泉堂牟田医院（御船町） ☎ 282－0216
 １月 １日（木） 大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
  ☎ 282－3900
 １月 ２日（金） 香田整形外科（嘉島町） ☎ 237－2811
 １月 ３日（土） 小糸整形外科（御船町） ☎ 282－0050
 １月 ４日（日） たなか内科眼科（嘉島町） ☎ 235－7235
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎ 284－2010
 １月 11 日（日） さかた耳鼻咽喉科（嘉島町） ☎ 237－4133
 １月 12 日（月・祭）よしむら内科・循環器科（嘉島町）
  ☎ 235－7773

発行所 嘉島町
発行人 荒 木 泰 臣

http://www.town.kashima.kumamoto.jp/
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/i/

発行日　平成26年12月12日

嘉島町の人口動態
平成26年11月30日現在

（前月比）

人   口 9,096 人　

　男　　 4,375 人　

　女　　 4,721 人

世帯数　 3,345 世帯（－ ９）

  

  

  

  
 
  

  

  

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

仲良し兄弟です♪

ご両親：伊藤辰徳さん・里恵さん（井寺）
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早
い
も
の
で
も
う
師
走
。
毎
年
の

こ
と
な
が
ら
慌
た
だ
し
い
も
の
で
す
。

衆
院
選
の
オ
マ
ケ
も
つ
い
て
、
ア
ル
コ
ー

ル
を
慎
も
う
と
心
に
決
め
た
ば
か
り
で

し
た
が
慎
酒
ど
こ
ろ
か
禁
酒
状
態
。
栄

養
ド
リ
ン
ク
が
ス
タ
ミ
ナ
源
で
す
。

　

何
は
と
も
あ
れ
健
康
が
一
番
。
皆
様

お
身
体
自
愛
い
た
だ
き
、
よ
い
お
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。
来
年
も
広
報
か
し

ま
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
係
）

（－11）

（－ ２）

　（－13）

伊
藤
　
和
奏
（
の
ど
か
）
く
ん
（
右
）

平
成
26
年
６
月
1
日
生

　
　
　
翔
奏
（
か
な
で
）
く
ん
（
左
）

平
成
22
年
7
月
27
日
生

　

選
挙
当
日
に
投
票
に
行
け
な
い
方
は
１
月
28
日

（
水
）
か
ら
１
月
31
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
役
場

会
議
室
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
時
間
は
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

　

大
切
な
一
票
、
無
駄
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

○
期
日　

平
成
27
年
１
月
14
日
（
水
）

○
時
間　

10
時
〜　
　

町
長
選
挙

　
　
　
　

13
時
半
〜　

町
議
会
議
員
一
般
選
挙

○
場
所　

役
場
２
階
大
会
議
室

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
　
　

嘉
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
７

－

１
１
１
２

平
成
27
年
２
月
１
日
（
日
）
は

嘉
島
町
長
選
挙

嘉
島
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
　
　
　
　

の
投
票
日
で
す

○
告　
示　
日　

平
成
27
年
１
月
27
日
（
火
）

○
投
開
票
日　

平
成
27
年
２
月
１
日
（
日
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会


